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　10月診療分から、高校生世代の方を対象に、入院に必要な保険診療の自己負担分を助成します。結婚や仕
事をしている方も対象者に含まれます。この助成に係る受給者証はありません。
　母子・父子家庭医療、障害者医療、精神障害者医療（全疾病）に該当する方は、これまでどおり受給者証を医
療機関へ提示してください。
■対象者　15歳の年度末の翌日から18歳の年度末までの子ども（ただし、4月1日生まれの方は、15歳の誕
生日から18歳の誕生日の前日まで）

■申請方法　医療機関の窓口で入院費用を支払った後、住民福祉課医療年金係（８番窓口）で助成の申請を
してください。（入院前に、加入している健康保険組合などで「限度額適用認定証」を取得し、医療機関へ提
示してください。）

■申請に必要なもの
　▽本人確認書類（免許証など）
　▽入院に係る領収証（健康保険組合などで原本が必要な場合はコピー可）
　▽健康保険証（受診者のもの）
　▽金融機関、口座番号の分かるもの（預金通帳など）
▽保険給付金支給（不支給）決定通知書（加入している健康保険組合などから発行される高額療養費など
が支払われた金額の分かるもの）
※　健康保険組合などへの申請が必要な場合もありますので、詳しくは、加入している健康保険組合な
どへ問い合わせてください。
※　阿久比町国民健康保険の方は不要です。

■その他　詳しくは町ホームページをご覧ください。
■問い合わせ先　住民福祉課医療年金係　☎（48）1111（内1120）

　阿久比スポーツ村交流センターの愛称を募集し、
249件の応募がありました。応募総数の中で、最も応
募数の多かった「阿久比」と「スポーツ」をかけ合わせ
た愛称「アグスポ（AGUSPO）」に決定しました。たく
さんのご応募ありがとうございました。
　今後、中央公民館多目的ホールの「アグピアホー
ル」や給食センターの「アグモグ」のようにより多くの
皆さんに親しみをもって利用していただけるよう、愛称
「アグスポ（AGUSPO）」を活用していきます。

阿久比スポーツ村交流センターの愛称を
「アグスポ（AGUSPO）」に決定

■問い合わせ先　社会教育課体育係　☎（48）1111（内1228・1229）

子ども医療を拡充
新たに高校生世代の入院医療費を助成

▲プール

▲アグスポ（阿久比スポーツ村交流センター）

▲多目的体育室

▲町ホームページ
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1.貧困をなくそう
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせるＳＤＧｓ17の目標



　阿久比町農業委員会委員の任期満了に伴い、町議会の同意を得て、新たに11人が農業委員会委員として、町長から任
命されました。会長には竹内幸伸さん、職務代理者（副会長）には山本優二さんが選ばれました。
　農地利用最適化推進委員として、新たに8人が農業委員会より委嘱されました。
　両委員の任期は令和5年7月20日から令和8年7月19日までの3年間です。
■問い合わせ先　農業委員会事務局（産業観光課内）　☎（48）1111（内1222）

青木　幹男
南部地区（高岡）

竹内　悟司
南部地区（植）

新美　民　
英比地区（坂部）

山内　安仁
南部地区（阿久比）

鈴村　みえ子
南部地区（矢口）

竹内　晃一
英比地区（白沢）

池田　祥徳
草木地区

竹内　幸伸
草木地区

山本　優二
英比地区（板山）

杉浦　惠美子
東部地区（横松）

新海　洋生
南部地区（矢口）

新美　浩
南部地区（大古根）

渡　　隆司
英比地区（卯之山）

新海　元己
南部地区（椋岡）

青木　康男
英比地区（福住）

竹内　琢雄
草木地区

平松　裕規
東部地区（萩）

山田　孝守
英比地区（板山）

田中　正幸
東部地区（宮津）

■農業委員会委員（敬称略） ■農地利用最適化推進委員（敬称略）

町の農業を支える新しい農業委員会委員と
農地利用最適化推進委員の皆さん

会　長 副会長

町の農業を支える新しい農業委員会委員と
農地利用最適化推進委員の皆さん
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ＳＤＧｓ17の目標
2.飢餓をゼロに
飢餓を終わらせ、食料安全保障・栄養改善を実現し、持続可能な農業を促
進する
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　暗闇に浮かび上がる淡いホタルの光。ホタルは古くから物
語や歌、童話などの題材とされ、私たちの生活になじみの深い生き物であり、尊く光るその姿で多くの人の心を
魅了してきました。
　阿久比町では昭和58年から「ホタル飛びかう住みよい環境づくり」を目指し、町内に生息しているヘイケボタ
ルの発生状況や生態などを調査研究をしています。今年もヘイケボタルの生息分布調査を多くの皆さんの協力
を得て行いました。
　また、分布調査に先立ち、東部小学校6年生と草木小学校5年生の児童はホタルに対する知識を深め、安全に
調査活動できるようホタル専門員によるホタル保護活動学習で、ホタルの生態や阿久比町の現状、分布調査時
の注意点について学びました。
　6月上旬から下旬にかけて、ふれあいの森で「ほたる観察会」や「ほたるポスター作品展」（6・7ページに最優秀
作品と優秀作品を紹介）、白沢ホタルの里でヘイケボタル観賞会など、ホタルに関連したさまざまなイベントを行
いました。
　6月17日には「2023全国ほたるのまち交流会」が滋賀県米原市で開催され、全国からオンライン参加を含めて
6市町（山口県下関市、滋賀県米原市、和歌山県紀の川市、岡山県真庭市、福岡県北九州市、愛知県阿久比町）
が参加しました。今回の交流会では、「次世代へつなぐ共生の歴史～ほたるの光を未来へ～」をテーマに、米原
市における環境保全や蛍保護活動などの研究発表と意見交換が行われました。
　多くの人に愛されてきたホタルも、文明が発
達し私たちの生活が便利になるにつれて、
徐々に見られる場所が減ってきました。ホタル
の光を絶やさないためには、普段からの行動
が大切です。ゴミを拾う、ポイ捨てをしない、川
を汚さないなど、一人一人の心がけがホタル
や自然環境を守ることにつながります。
　ホタルの美しい光をいつまでも眺められる
ように、町全体で力を合わせて保護活動に取
り組んでいきましょう。

ホタル特集

ホタルのキラメキ
いつまでも

ホタル特集

ホタルのキラメキ
いつまでも

東部小学校
ホタル観察会

ホタル保護活動学習
ふれあいの森
ほたる観察会

白沢ホタルの里
灯籠

役場での
ほたるポスター展示

2023 全国ほたるの
まち交流会
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3.すべての人に健康と福祉を
あらゆる年齢の全ての人の健康的な生活を確保し、
福祉を促進する

ＳＤＧｓ17の目標



阿久比町ホタル分布調査

幼虫のエサ(巻貝)の情報を提供してください

　6月21日から30日までの10日間、小中学校の児童・生徒と町民の皆さんの
協力のもと、生息分布調査を実施しました。調査の結果は、下図のとおりです。

　今年もふれあいの森「ホタル養殖場」と東部小学校｢ホタルと出会う部屋｣では、たくさんの幼虫を育てて
います。
　ホタルボランティアの協力で幼虫のエサとなる巻貝を採っていますが、なかなか確保できません。
　田んぼや水路などでタニシやカワニナ、ヒメモノアラガイ（黒っぽい殻高1センチメートルほどの巻貝）な
どの小さな巻貝がたくさんいる場所を見つけたら、ご連絡ください。
■連絡先　建設環境課環境係　☎（48）1111（内1211）

ホ タ ル
集特

今年見つかった場所
昨年見つかったが、今年見つからなかった場所
一昨年見つかったが、今年見つからなかった場所

凡

　　
例

令 和 5 年 度
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「ほたるポスター」
～みんなで守ろう　阿久比のホタル～

入選
作品

最優秀作品

優秀作品10点

6
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　ホタルを通じて身近な自然環境保護に対する意識を高め
てもらおうと、小学4年生～6年生、中学生から｢ほたるポス
ター｣の作品を募集しました。応募総数863点の中から最終
選考で最優秀作品1点、優秀作
品10点、佳作11点が選ばれまし
た。入選者の皆さんを紹介しま
す。(敬称略)
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田中　希（東部小６年）
た なか のぞみ

久野　由惟（阿久比中１年）
く　の ゆ　い

香田　茉子（阿久比中2年）
こう だ ま　こ

山本　栞奈（南部小5年）
やまもと かんな

森　大祇（英比小4年）
もり たい　き

山本　栞奈（南部小5年）
やまもと かんな

森　大祇（英比小4年）
もり たい　き

佳作
11点

小川　貫太（東部小4年）
森　　真秀（英比小4年）

早瀨　茶子（草木小5年） 跡治　心果（草木小6年）

小熊　明花（南部小6年） 井川真里奈（阿久比中2年）

天野　実彩（東部小４年） 平松　莉旺（東部小6年）
吉川　心菜（東部小6年） 飯海友莉乃（東部小6年）

澤田　桃果（南部小4年）
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私にもできるＳＤＧｓ プラスチックを正しく分別しよう私にもできるＳＤＧｓ プラスチックを正しく分別しよう

▽必ず時間を守って出してください。
▽開始時間前の受け入れはできません。
▽開始直後は、大変混雑する場合があります。時間に余裕をもって来
てください。
▽場所の詳細は、AguNaｖi（アグナビ）内の「暮らしの情報ごみ収集カ
レンダー」から確認できます。

9月の粗大ごみ収集

■問い合わせ先　建設環境課環境係　
　☎（48）1111（内1211・1212）

■日　時　９月９日（土）午前８時～午前１１時３０分
■収集場所（お住まいの地区以外でも出すことができます）

※　大部分がプラスチックでできているものが対象ですが、汚れているもの、一辺が50センチメートル以上のもの、
　電池・電気で動くものは回収できません。

阿久比神社南側　役場職員駐車場（阿久比）
※　昨年度と場所が違いますのでご注意ください。

焼山池北（坂部）

高根台西公園西

萩老人憩の家

Android用

▼AguNavi（アグナビ）

iPhone用

９月粗大ごみ収集場所

　プラスチックのリサイクルを推進するため、6月から、これまで燃えるごみとしていた「プラスチック製品」を「プラ
スチック製容器包装」とともにプラスチックとして一括回収を開始しました。町民の皆さんには分別のご協力をい
ただき、ありがとうございます。
　しかし、依然として多くのプラスチック製品が燃えないごみに出されています。下の写真は、7月に燃えないごみ
で排出された時の様子です。

　プラスチックのリサイクルを推進するため、6月から、これまで燃えるごみとしていた「プラスチック製品」を「プラ
スチック製容器包装」とともにプラスチックとして一括回収を開始しました。町民の皆さんには分別のご協力をい
ただき、ありがとうございます。
　しかし、依然として多くのプラスチック製品が燃えないごみに出されています。下の写真は、7月に燃えないごみ
で排出された時の様子です。

　プラスチック製品は燃えないごみではありません。リサイクルできる資源です。正しく分別し、再資源化に
ご協力をお願いします。プラスチック製品の中でも、汚れているものは燃えるごみに、大型のものは粗大ごみに出
すようにし、燃えないごみに出さないようにしてください。

このうち分別してリサイクルできるプラスチック製品燃えないごみ分別前

プラスチックとして回収できるもの
プラスチック製容器包装 プラスチック製品

パックカップ類

フタ類
網・
ネット類

ボトル類

ポリ袋・
ラップ類

緩衝材類

CD・DVD
（ケース含む）

台所用品

文房具

日用品

プラ製おもちゃ
（電池、電気で動くものは除く）

ＳＤＧｓ17の目標
4.質の高い教育をみんなに
全ての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会
を促進する
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校了日　8 月 24 日　厳守 修正指示　8 月　　日　　時まで



　燃えるごみ収集袋の外装に自社広告を掲載して、自社をPRしませんか。掲載を希望する
方は、建設環境課窓口にある「阿久比町指定ごみ袋の外装広告掲載申請書」を建設環境課
環境係に提出してください。申請書は町ホームページからダウンロードもできます。
■募集期限　9月15日（金）
■広告掲載予定数
　▽20リットル　　8,000ロール
　▽30リットル　　10,000ロール
　▽45リットル　　55,000ロール
■広告掲載料　ロール１本につき３円
■広告の規格・サイズ　縦120ミリメートル×横60ミリメートル（文字・画像のカラー印刷）
■広告掲載期間　広告を掲載したごみ袋が完売するまで
■原稿デザイン　広告原稿は、掲載を希望する企業で作成してください。掲載料に広告原
稿デザイン・作成費用は含まれません。
■掲載の決定　申請書や広告原稿などを審査の上、決定します。
■問い合わせ先　建設環境課環境係　☎（48）1111（内1211・1212）

【掲載枠】

燃えるごみ収集袋の広告掲載企業を募集 

60ミリメートル

ミ
リ
メ
ー
ト
ル

120
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

120

燃えるごみ収集袋の広告掲載企業を募集 

■日　時　10月14日（土）
　▽【第１部】午前10時～正午（午前9時30分開場）
　　（第１部では、開会セレモニーを行います。）
　▽【第２部】午後2時～午後4時（午後1時30分開場）
■場　所　アグピアホール（中央公民館多目的ホール）
■入場料　無料
■定　員　各部250人（要整理券）
■整理券について
　入場には整理券が必要です。9月25日（月）より住民福祉課社
会福祉係窓口にて配布します。（役場開庁日・開庁時間内のみ）
■主　催　阿久比町更生保護女性会
■共　催　阿久比町社会を明るくする運動実施委員会
■後　援　阿久比町・阿久比町教育委員会
■問い合わせ先　住民福祉課社会福祉係　
　　　　　　　　☎（48）1111（内1122）

令和5年度社会を明るくする運動
阿久比町更生保護女性会映画上映会を開催

令和5年度社会を明るくする運動
阿久比町更生保護女性会映画上映会を開催

映画【しゃぼん玉】上映会～これからが、これまでを変えていく。～
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5.ジェンダー平等を実現しよう
ジェンダーの平等を達成し、全ての女性と女児の能
力開花を図る

ＳＤＧｓ17の目標



広報あぐい　2023.9.1

10

天

地 受注No.23H00425／版管理番号255518-01／阿久比町役場様
広報あぐい9/1号　政策協働課（210×297）／23.8.23／19:25／東雲★★★■

ＳＤＧｓ17の目標
6.安全な水とトイレを世界中に
全ての人の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する

特殊詐欺被害を未然に防ぐ“録音チュー”を無償配布特殊詐欺被害を未然に防ぐ“録音チュー”を無償配布
　7月末時点で半田警察署管内の特殊詐欺被害額は昨年の同月末の約4.6倍
にもなっており、振り込め詐欺や還付金詐欺などが非常に増えています。町では、
特殊詐欺を未然に防ぐため、固定電話機に設置して使用できる「簡易型自動録音
機（録音チュー）」を希望者に無償で配布しています。
　この機器を取り付けると、受話器を持ち上げるだけで警告メッセージが再生さ
れ、その後の会話内容を自動で録音します。約5分間の録音ができ、録音された
音声は後で聞くことができるため、内容の確認や通報時に役立ちます。
　同機器は電池入りで、裏面にある両面テープをはがし、受話器に貼り付けるだ
けで、簡単に設置できます。大切な財産を守るため、ぜひご活用ください。
■対象世帯　固定電話のある町内の65歳以上の一人暮らしの高齢者または高

齢者のみの世帯
■配布台数　1世帯につき1台
■配布場所　防災交通課（役場2階）
■配布時間　午前8時30分～午後5時15分（土曜日、日曜日、祝日を除く）
■配布方法　防災交通課窓口に備え付けの申込書を提出してください。
　　　　　　※　世帯主以外の方の受け付けもできます。
■問い合わせ先　防災交通課交通係　☎（48）1111（内1209）

　普段は電話やメールしか使わず、ほかにどう使えばよいのか困っていませんか。お使いのスマートフォンをもっと活用
するための講座を開催しますので、ぜひご参加ください。
■対象者　▽おおむね65歳以上の方でスマートフォンをお持ちの方
　　　　　▽LINEの利用登録が完了している方
■内　容　▽スマートフォンの基礎知識
　　　　　▽LINEの使い方
　　　　　▽アプリの追加の仕方
　　　　　▽インターネットの使い方
　　　　　▽高齢者が巻き込まれがちなトラブルや対応について
■場　所　中央公民館本館205号室（視聴覚室）
■開催日時・参加人数（内容は全て共通）

高齢者向けスマートフォン講座を開催

■持ち物　現在お使いのスマートフォン、筆記用具（テキストは当日配付）
■参加費　無料
■申込期間　9月11日（月）午前8時30分から各開催日の前日午後5時15分
■申し込み方法　電話または上記二次元コードより申し込みください
■問い合わせ先　検査財政課情報係　☎（48）1111（内1312）

▲簡単に設置

開催日時 申込用二次元コード 参加人数

10月5日（木）
午前の部 午前10時30分～正午

各10人
（先着順）

午後の部 午後1時30分～午後3時

10月16日（月）
午前の部 午前10時30分～正午

午後の部 午後1時30分～午後3時

10月19日（木）
午前の部 午前10時30分～正午

午後の部 午後1時30分～午後3時

※　二次元コードを読み
取り、申し込みを希望す
る日時に申し込んでくだ
さい。



■開講日　9月27日（水）、29日（金）、
10月2日（月）、4日（水）、6日（金）、
11日（水）、13日（金）

■時　間　午後4時～午後6時
■会　場　中央公民館本館
■対　象　Microsoft office 2013
以降がインストールされたノート
パソコンを持参できる方

　※　Office Mobileは対象外と
　なります。

■定　員　10人
■受講料など　3,100円程度
■内　容　エクセルの基本操作か
らデータ入力、表計算、グラフ、
データベースなどエクセルのさ
まざまな機能を学びます。

■講　師　近藤恵子さん（Microsoft
　 Office Specialist 2013取得）

■開講日　10月17日（火）
■時　間　午前9時30分～午後0
時30分

■会　場　中央公民館本館
■対　象　一般
■定　員　12人
■受講料など　1,100円
■内　容　チョコロールを作りま
す。

■講　師　宮本友美さん（製パン
技能士）

■開講日　9月26日（火）、10月10
日（火）、11月7日（火）、11月28
日（火）

■時　間　午前10時～午後1時
■会　場　中央公民館本館
■対　象　一般（男性）
■定　員　18人
■受講料など　4,000円程度（材料
費800円×4回、受講料）

■内　容　料理に興味のある男性
のための料理教室です。初心者
や普段あまり料理をしない方も
楽しく作ってみませんか。

■講　師　岡本和代さん（管理栄
養士）

■開講日　9月30日（土）、10月7日
（土）、21日（土）、11月4日（土）、
25日（土）、12月2日（土）、23日
（土）
■時　間　午前10時～午前11時
30分

■会　場　中央公民館本館
■対　象　一般（女性）
■定　員　7人
■受講料など　無料

令和5年度 第3期

生きがい教室・講座開講生きがい教室・講座開講生きがい教室・講座開講

①パソコン教室「エクセルの基礎」

②秋の手作りパン講座

③男性のための簡単料理教室

④日本舞踊・歌謡舞踊講座

■内　容　日本舞踊・歌謡舞踊初
心者向けの講座です。着物・浴衣
の着付けから習います。

■講　師　内田井光さん（内田流
師範）

■開講日　10月20日（金）、11月
29日（水）、12月27日（水）、令和
6年1月31日（水）、2月28日（水）

■時　間　午前10時～午前11時
■会　場　中央公民館本館
■対　象　一般
■定　員　10人
■受講料など　200円程度
■内　容　高齢者向けのやさしい
ヨガです。地面に座るのが難しい
方はイスに座って行っていきま
しょう。ゆっくり、やさしく体をほ
ぐします。
■講　師　研屋あいさん（RYT200
（全米ヨガアライアンス）取得、
RYT300（全米ヨガアライアンス）
取得中）

■開講日　10月20日（金）、11月
24日（金）、12月15日（金）、令和
6年1月19日（金）、2月16日（金）

■時　間　午前10時～正午
■会　場　中央公民館本館
■対　象　一般
■定　員　10人
■受講料など　2,200円程度
■内　容　消しゴムはんこを彫っ
て、手さげ袋など、ワンポイント
としていろんな物に押してみま
せんか。

■講　師　三村勝枝さん

■申し込み資格　町内在住・在勤・在学している方
■申込期限　9月15日（金）
■申し込み方法　電話・公民館窓口で直接申し込みしてください（土曜日・日曜日を含む午前9時～午後5時）。ＦＡＸ、電子
メール、町ホームページ（「トピックス」→「生きがい教室」）からも申し込みできます。電子メールの場合は、件名を「生き
がい教室」として、講座名・氏名・住所・電話番号を入力してください。

　　申込者が定員を超えた場合は、初めての方を優先し、抽選で受講者を決定します。申込者が定員の半数未満の場合や
講師の都合で、開講日や時間などを変更することもありますので、ご了承ください。
■申し込み・問い合わせ先　社会教育課公民館係　☎(48)1111(内1500)　ＦＡＸ(48)6229
　　　　　　　　　　　　 電子メール　kominkan@town.agui.lg.jp

　「いつでも、どこでも、だれでも」を目標に町民の皆さんの生涯学習
を支援する教室・講座を開講します。年4回皆さんにお知らせします。今
回はその第3回目です。気軽にご応募ください。

⑥消しゴムはんこ教室

⑤シニアヨガ
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7.エネルギーをみんなに　そしてクリーンに
全ての人の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保するＳＤＧｓ17の目標



認知症とは？
　脳の病気や障がいなどさまざまな原因によ
り、認知機能が低下し、日常生活全般に支障が
出てくる状態のことです。認知症は誰でもなり
える病気で、年齢が高くなるほど発症しやすく
なります。令和7年には、約700万人（高齢者の
約5人に1人）が認知症になると予測されてい
ます。
　認知症の有無に関わらず、希望を持って日
常生活を過ごせるように認知症への理解を深
めましょう。

認知症介護家族交流会「なごみ会」
　毎月1回行われる、認知症の方を介護してい
る家族の集まりです。お茶を飲みながら介護に
ついての悩みの共有や情報交換をすることが
できます。
■日　時
　（全て木曜日の午後1時30分～午後3時30分）
9月7日、10月5日、11月2日、12月7日、
令和6年1月11日、2月1日、3月7日
■場　所
　中央公民館
■費　用
　100円
　（お茶、菓子代）あぐい防災・行政ナビ「AguNavi」

　行方不明者の発生時、お使いのスマート
フォンに情報を配信します。多くの方にアプリ
をダウンロードしていただくことで、早期発見、
保護につながります。

■ダウンロード方法
　詳しくは町ホー
ムページを確認し
てください。

高齢者おかえりサポート事業
　認知症の在宅高齢者が行方不明となった場合に、早期発見、
事故の未然防止のため、あらかじめ町に高齢者の特徴や緊急連
絡先を登録する事業です。登録者は、個人賠償責任保険に加入
します。
■登録のメリット
▽早期発見　高齢者が行方不明になった場合、警察などが捜
索の際に事前の登録情報を共有することで、早期発見に役
立ちます。
▽おかえりサポートシール　服やかばんに二次元コードがつ
いたシールを貼ることで、登録者が困っているときなどに、声
掛けや通報など、周囲から手助けを得られやすくなります。
▽個人賠償責任保険　町が契約者となり、登録者が法律上の
損害賠償責任を負うこととなった場合、最大3億円を補償し
ます。

■申請場所　地域包括支援センター
■申請時の持ち物　対象者の胸より上の写真と全身の写真（L
版サイズ各1枚・できるだけ最近撮影したもの）

認知症初期集中支援チーム
　認知症やその疑いのある方へのファースト
タッチとして、家庭を訪問し、心配なことなどを
伺った上で適切な医療・介護サービスなどを
受けられるように支援します。保健師、社会福
祉士などの医療・福祉の専門職チームが早期・
短期間集中的に対応することで、認知症の進
行の予防につなげます。地域包括支援セン
ターまでご相談ください。

　認知症の方とその家族が、同じ立場の方同士で自らの体験や希望、必要としていること
などを語り合ったり、一緒にレクリエーションをしたりして一緒に楽しむ場です。本人だから
こその気付きや意見を本人同士で語り合い、それらを地域に伝えていくための集まりです。
■日　時　10月20日（金）、12月7日（木）午前10時～正午
■場　所　中央公民館本館202号室

認知症地域支援推進員
　認知症の容態の変化に応じた医療・介護などのネットワークを
つくり、認知症の方が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられ
るように効果的な支援を行います。
　町では、現在8人の認知症地域支援推進員が、認知症ケアパ
スの作成や普及・啓発、認知症のミニ講座や認知症サポーター
養成講座の実施などに携っています。また、認知症セミナーや認
知症カフェの開催などにも携わっています。

フレイル予防教室
　フレイル（虚弱）を予防するために運動、食事、栄養バランス、
口内の健康を保つ方法などについての講座を開きます。地域包
括支援センターに申し込みください。

■日　時　9月27日（水）、10月
4日（水）、18日（水）、11月1日
（水）、15日（水）、22日（水）、
12月6日（水）午前10時～午
前11時30分
■場　所　中央公民館
　　　　　本館103号室

認知症カフェ　オレンジカフェ日向家
　アピタ阿久比店で行われる、認知症の方や
その家族の息抜きと交流の場です。ドリンクを
飲みながら介護についての悩みの共有や情報
交換をすることができ、認知症地域支援推進
員による認知症介護相談コーナーもあります。
■日　時　9月20日（水）、令和6年1月17日
（水）午前10時～正午
■場　所
　アピタ阿久比店
　2階フードコート
■費　用　100円
（お茶、菓子代）

認知症サポーター養成講座
■認知症サポーターとは　認知症に対して正しい理解を持ち、
認知症の方やその家族を優しく見守り、支援する方のことで
す。認知症サポーター養成講座を受講することで、誰でもなる
ことができます。
■認知症サポーター養成講座　町内の職場やサロン、町内会、
サークルなどに講師が出向いて随時講座を開きます。講座は1
～2時間程度で、無料です。受講した方にはサポーターの証と
して「オレンジリング」を配ります。講座を希望する場合は、随
時受け付けていますので問い合わせ先までご連絡ください。

　認知症に関する相談を受け付けています。
■日　時　役場開庁日の毎月第1・3火曜日
　　　　　午前9時30分～午前11時30分
　　　　　午後1時30分～午後3時30分
■場　所　地域包括支援センター

▲　なごみ会の様子

認知症ミニ講座
　宅老所など皆さんが集まる場に認知症地域支
援推進員などが出向き、認知症についての正し
い知識を伝える講話や、認知症予防の運動な
ど認知症全般に関する講座を開きます。講
座の開講を希望する場合は、随時受け付け
ていますので問い合わせ先までご連
絡ください。

認知症相談「忘れる前に」

認知症ケアパス
　認知症の方を支える町の取り組みをまとめたガイドブックで
す。認知症の進行状況（予防、軽度、中等度、重度）に合わせて、い
つ、どこで、どのような医療・介護サービスなどを受けられるの
か、具体的な機関名やサービス内容を体系的に紹介しています。
■配布場所　健康介護課介護保険係
※　町ホームページからダウンロードするこ
ともできます。

家族やあなたのために知ってほしい 阿久比町の認知症事業

認知症カフェ（ケアラーズカフェ）
　中央公民館で行われる、認知症の方やその
家族の息抜きと交流の場です。町と認知症介
護家族交流会「なごみ会」との共催で行われま
す。お茶を飲みながら介護についての悩みの共
有や情報交換をすることができます。
■日　時　12月7日（木）午前10時30分～
午後3時
■場　所　中央公民館
　　　　　本館202号室
■費　用　200円
（お茶、菓子代）

ア　グ　ナ　ビ

▲
「AguNavi（アグナビ）」

ホームページ 認知症ケアパス▶
ホームページ

本人ミーティング

■問い合わせ先　阿久比町役場　☎（48）1111　健康介護課介護保険係（内1125・1126・1131）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター（内1127・1128）
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認知症とは？
　脳の病気や障がいなどさまざまな原因によ
り、認知機能が低下し、日常生活全般に支障が
出てくる状態のことです。認知症は誰でもなり
える病気で、年齢が高くなるほど発症しやすく
なります。令和7年には、約700万人（高齢者の
約5人に1人）が認知症になると予測されてい
ます。
　認知症の有無に関わらず、希望を持って日
常生活を過ごせるように認知症への理解を深
めましょう。

認知症介護家族交流会「なごみ会」
　毎月1回行われる、認知症の方を介護してい
る家族の集まりです。お茶を飲みながら介護に
ついての悩みの共有や情報交換をすることが
できます。
■日　時
　（全て木曜日の午後1時30分～午後3時30分）
9月7日、10月5日、11月2日、12月7日、
令和6年1月11日、2月1日、3月7日
■場　所
　中央公民館
■費　用
　100円
　（お茶、菓子代）あぐい防災・行政ナビ「AguNavi」

　行方不明者の発生時、お使いのスマート
フォンに情報を配信します。多くの方にアプリ
をダウンロードしていただくことで、早期発見、
保護につながります。

■ダウンロード方法
　詳しくは町ホー
ムページを確認し
てください。

高齢者おかえりサポート事業
　認知症の在宅高齢者が行方不明となった場合に、早期発見、
事故の未然防止のため、あらかじめ町に高齢者の特徴や緊急連
絡先を登録する事業です。登録者は、個人賠償責任保険に加入
します。
■登録のメリット
▽早期発見　高齢者が行方不明になった場合、警察などが捜
索の際に事前の登録情報を共有することで、早期発見に役
立ちます。
▽おかえりサポートシール　服やかばんに二次元コードがつ
いたシールを貼ることで、登録者が困っているときなどに、声
掛けや通報など、周囲から手助けを得られやすくなります。
▽個人賠償責任保険　町が契約者となり、登録者が法律上の
損害賠償責任を負うこととなった場合、最大3億円を補償し
ます。

■申請場所　地域包括支援センター
■申請時の持ち物　対象者の胸より上の写真と全身の写真（L
版サイズ各1枚・できるだけ最近撮影したもの）

認知症初期集中支援チーム
　認知症やその疑いのある方へのファースト
タッチとして、家庭を訪問し、心配なことなどを
伺った上で適切な医療・介護サービスなどを
受けられるように支援します。保健師、社会福
祉士などの医療・福祉の専門職チームが早期・
短期間集中的に対応することで、認知症の進
行の予防につなげます。地域包括支援セン
ターまでご相談ください。

　認知症の方とその家族が、同じ立場の方同士で自らの体験や希望、必要としていること
などを語り合ったり、一緒にレクリエーションをしたりして一緒に楽しむ場です。本人だから
こその気付きや意見を本人同士で語り合い、それらを地域に伝えていくための集まりです。
■日　時　10月20日（金）、12月7日（木）午前10時～正午
■場　所　中央公民館本館202号室

認知症地域支援推進員
　認知症の容態の変化に応じた医療・介護などのネットワークを
つくり、認知症の方が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられ
るように効果的な支援を行います。
　町では、現在8人の認知症地域支援推進員が、認知症ケアパ
スの作成や普及・啓発、認知症のミニ講座や認知症サポーター
養成講座の実施などに携っています。また、認知症セミナーや認
知症カフェの開催などにも携わっています。

フレイル予防教室
　フレイル（虚弱）を予防するために運動、食事、栄養バランス、
口内の健康を保つ方法などについての講座を開きます。地域包
括支援センターに申し込みください。

■日　時　9月27日（水）、10月
4日（水）、18日（水）、11月1日
（水）、15日（水）、22日（水）、
12月6日（水）午前10時～午
前11時30分
■場　所　中央公民館
　　　　　本館103号室

認知症カフェ　オレンジカフェ日向家
　アピタ阿久比店で行われる、認知症の方や
その家族の息抜きと交流の場です。ドリンクを
飲みながら介護についての悩みの共有や情報
交換をすることができ、認知症地域支援推進
員による認知症介護相談コーナーもあります。
■日　時　9月20日（水）、令和6年1月17日
（水）午前10時～正午
■場　所
　アピタ阿久比店
　2階フードコート
■費　用　100円
（お茶、菓子代）

認知症サポーター養成講座
■認知症サポーターとは　認知症に対して正しい理解を持ち、
認知症の方やその家族を優しく見守り、支援する方のことで
す。認知症サポーター養成講座を受講することで、誰でもなる
ことができます。
■認知症サポーター養成講座　町内の職場やサロン、町内会、
サークルなどに講師が出向いて随時講座を開きます。講座は1
～2時間程度で、無料です。受講した方にはサポーターの証と
して「オレンジリング」を配ります。講座を希望する場合は、随
時受け付けていますので問い合わせ先までご連絡ください。

　認知症に関する相談を受け付けています。
■日　時　役場開庁日の毎月第1・3火曜日
　　　　　午前9時30分～午前11時30分
　　　　　午後1時30分～午後3時30分
■場　所　地域包括支援センター

▲　なごみ会の様子

認知症ミニ講座
　宅老所など皆さんが集まる場に認知症地域支
援推進員などが出向き、認知症についての正し
い知識を伝える講話や、認知症予防の運動な
ど認知症全般に関する講座を開きます。講
座の開講を希望する場合は、随時受け付け
ていますので問い合わせ先までご連
絡ください。

認知症相談「忘れる前に」

認知症ケアパス
　認知症の方を支える町の取り組みをまとめたガイドブックで
す。認知症の進行状況（予防、軽度、中等度、重度）に合わせて、い
つ、どこで、どのような医療・介護サービスなどを受けられるの
か、具体的な機関名やサービス内容を体系的に紹介しています。
■配布場所　健康介護課介護保険係
※　町ホームページからダウンロードするこ
ともできます。

家族やあなたのために知ってほしい 阿久比町の認知症事業

認知症カフェ（ケアラーズカフェ）
　中央公民館で行われる、認知症の方やその
家族の息抜きと交流の場です。町と認知症介
護家族交流会「なごみ会」との共催で行われま
す。お茶を飲みながら介護についての悩みの共
有や情報交換をすることができます。
■日　時　12月7日（木）午前10時30分～
午後3時
■場　所　中央公民館
　　　　　本館202号室
■費　用　200円
（お茶、菓子代）

ア　グ　ナ　ビ

▲
「AguNavi（アグナビ）」

ホームページ 認知症ケアパス▶
ホームページ

本人ミーティング

■問い合わせ先　阿久比町役場　☎（48）1111　健康介護課介護保険係（内1125・1126・1131）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター（内1127・1128）
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認知症とは？
　脳の病気や障がいなどさまざまな原因によ
り、認知機能が低下し、日常生活全般に支障が
出てくる状態のことです。認知症は誰でもなり
える病気で、年齢が高くなるほど発症しやすく
なります。令和7年には、約700万人（高齢者の
約5人に1人）が認知症になると予測されてい
ます。
　認知症の有無に関わらず、希望を持って日
常生活を過ごせるように認知症への理解を深
めましょう。

認知症介護家族交流会「なごみ会」
　毎月1回行われる、認知症の方を介護してい
る家族の集まりです。お茶を飲みながら介護に
ついての悩みの共有や情報交換をすることが
できます。
■日　時
　（全て木曜日の午後1時30分～午後3時30分）
9月7日、10月5日、11月2日、12月7日、
令和6年1月11日、2月1日、3月7日
■場　所
　中央公民館
■費　用
　100円
　（お茶、菓子代）あぐい防災・行政ナビ「AguNavi」

　行方不明者の発生時、お使いのスマート
フォンに情報を配信します。多くの方にアプリ
をダウンロードしていただくことで、早期発見、
保護につながります。

■ダウンロード方法
　詳しくは町ホー
ムページを確認し
てください。

高齢者おかえりサポート事業
　認知症の在宅高齢者が行方不明となった場合に、早期発見、
事故の未然防止のため、あらかじめ町に高齢者の特徴や緊急連
絡先を登録する事業です。登録者は、個人賠償責任保険に加入
します。
■登録のメリット
▽早期発見　高齢者が行方不明になった場合、警察などが捜
索の際に事前の登録情報を共有することで、早期発見に役
立ちます。
▽おかえりサポートシール　服やかばんに二次元コードがつ
いたシールを貼ることで、登録者が困っているときなどに、声
掛けや通報など、周囲から手助けを得られやすくなります。
▽個人賠償責任保険　町が契約者となり、登録者が法律上の
損害賠償責任を負うこととなった場合、最大3億円を補償し
ます。

■申請場所　地域包括支援センター
■申請時の持ち物　対象者の胸より上の写真と全身の写真（L
版サイズ各1枚・できるだけ最近撮影したもの）

認知症初期集中支援チーム
　認知症やその疑いのある方へのファースト
タッチとして、家庭を訪問し、心配なことなどを
伺った上で適切な医療・介護サービスなどを
受けられるように支援します。保健師、社会福
祉士などの医療・福祉の専門職チームが早期・
短期間集中的に対応することで、認知症の進
行の予防につなげます。地域包括支援セン
ターまでご相談ください。

　認知症の方とその家族が、同じ立場の方同士で自らの体験や希望、必要としていること
などを語り合ったり、一緒にレクリエーションをしたりして一緒に楽しむ場です。本人だから
こその気付きや意見を本人同士で語り合い、それらを地域に伝えていくための集まりです。
■日　時　10月20日（金）、12月7日（木）午前10時～正午
■場　所　中央公民館本館202号室

認知症地域支援推進員
　認知症の容態の変化に応じた医療・介護などのネットワークを
つくり、認知症の方が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられ
るように効果的な支援を行います。
　町では、現在8人の認知症地域支援推進員が、認知症ケアパ
スの作成や普及・啓発、認知症のミニ講座や認知症サポーター
養成講座の実施などに携っています。また、認知症セミナーや認
知症カフェの開催などにも携わっています。

フレイル予防教室
　フレイル（虚弱）を予防するために運動、食事、栄養バランス、
口内の健康を保つ方法などについての講座を開きます。地域包
括支援センターに申し込みください。

■日　時　9月27日（水）、10月
4日（水）、18日（水）、11月1日
（水）、15日（水）、22日（水）、
12月6日（水）午前10時～午
前11時30分
■場　所　中央公民館
　　　　　本館103号室

認知症カフェ　オレンジカフェ日向家
　アピタ阿久比店で行われる、認知症の方や
その家族の息抜きと交流の場です。ドリンクを
飲みながら介護についての悩みの共有や情報
交換をすることができ、認知症地域支援推進
員による認知症介護相談コーナーもあります。
■日　時　9月20日（水）、令和6年1月17日
（水）午前10時～正午
■場　所
　アピタ阿久比店
　2階フードコート
■費　用　100円
（お茶、菓子代）

認知症サポーター養成講座
■認知症サポーターとは　認知症に対して正しい理解を持ち、
認知症の方やその家族を優しく見守り、支援する方のことで
す。認知症サポーター養成講座を受講することで、誰でもなる
ことができます。
■認知症サポーター養成講座　町内の職場やサロン、町内会、
サークルなどに講師が出向いて随時講座を開きます。講座は1
～2時間程度で、無料です。受講した方にはサポーターの証と
して「オレンジリング」を配ります。講座を希望する場合は、随
時受け付けていますので問い合わせ先までご連絡ください。

　認知症に関する相談を受け付けています。
■日　時　役場開庁日の毎月第1・3火曜日
　　　　　午前9時30分～午前11時30分
　　　　　午後1時30分～午後3時30分
■場　所　地域包括支援センター

▲　なごみ会の様子

認知症ミニ講座
　宅老所など皆さんが集まる場に認知症地域支
援推進員などが出向き、認知症についての正し
い知識を伝える講話や、認知症予防の運動な
ど認知症全般に関する講座を開きます。講
座の開講を希望する場合は、随時受け付け
ていますので問い合わせ先までご連
絡ください。

認知症相談「忘れる前に」

認知症ケアパス
　認知症の方を支える町の取り組みをまとめたガイドブックで
す。認知症の進行状況（予防、軽度、中等度、重度）に合わせて、い
つ、どこで、どのような医療・介護サービスなどを受けられるの
か、具体的な機関名やサービス内容を体系的に紹介しています。
■配布場所　健康介護課介護保険係
※　町ホームページからダウンロードするこ
ともできます。

家族やあなたのために知ってほしい 阿久比町の認知症事業

認知症カフェ（ケアラーズカフェ）
　中央公民館で行われる、認知症の方やその
家族の息抜きと交流の場です。町と認知症介
護家族交流会「なごみ会」との共催で行われま
す。お茶を飲みながら介護についての悩みの共
有や情報交換をすることができます。
■日　時　12月7日（木）午前10時30分～
午後3時
■場　所　中央公民館
　　　　　本館202号室
■費　用　200円
（お茶、菓子代）

ア　グ　ナ　ビ

▲
「AguNavi（アグナビ）」

ホームページ 認知症ケアパス▶
ホームページ

本人ミーティング

■問い合わせ先　阿久比町役場　☎（48）1111　健康介護課介護保険係（内1125・1126・1131）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター（内1127・1128）
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認知症とは？
　脳の病気や障がいなどさまざまな原因によ
り、認知機能が低下し、日常生活全般に支障が
出てくる状態のことです。認知症は誰でもなり
える病気で、年齢が高くなるほど発症しやすく
なります。令和7年には、約700万人（高齢者の
約5人に1人）が認知症になると予測されてい
ます。
　認知症の有無に関わらず、希望を持って日
常生活を過ごせるように認知症への理解を深
めましょう。

認知症介護家族交流会「なごみ会」
　毎月1回行われる、認知症の方を介護してい
る家族の集まりです。お茶を飲みながら介護に
ついての悩みの共有や情報交換をすることが
できます。
■日　時
　（全て木曜日の午後1時30分～午後3時30分）
9月7日、10月5日、11月2日、12月7日、
令和6年1月11日、2月1日、3月7日
■場　所
　中央公民館
■費　用
　100円
　（お茶、菓子代）あぐい防災・行政ナビ「AguNavi」

　行方不明者の発生時、お使いのスマート
フォンに情報を配信します。多くの方にアプリ
をダウンロードしていただくことで、早期発見、
保護につながります。

■ダウンロード方法
　詳しくは町ホー
ムページを確認し
てください。

高齢者おかえりサポート事業
　認知症の在宅高齢者が行方不明となった場合に、早期発見、
事故の未然防止のため、あらかじめ町に高齢者の特徴や緊急連
絡先を登録する事業です。登録者は、個人賠償責任保険に加入
します。
■登録のメリット
▽早期発見　高齢者が行方不明になった場合、警察などが捜
索の際に事前の登録情報を共有することで、早期発見に役
立ちます。
▽おかえりサポートシール　服やかばんに二次元コードがつ
いたシールを貼ることで、登録者が困っているときなどに、声
掛けや通報など、周囲から手助けを得られやすくなります。
▽個人賠償責任保険　町が契約者となり、登録者が法律上の
損害賠償責任を負うこととなった場合、最大3億円を補償し
ます。

■申請場所　地域包括支援センター
■申請時の持ち物　対象者の胸より上の写真と全身の写真（L
版サイズ各1枚・できるだけ最近撮影したもの）

認知症初期集中支援チーム
　認知症やその疑いのある方へのファースト
タッチとして、家庭を訪問し、心配なことなどを
伺った上で適切な医療・介護サービスなどを
受けられるように支援します。保健師、社会福
祉士などの医療・福祉の専門職チームが早期・
短期間集中的に対応することで、認知症の進
行の予防につなげます。地域包括支援セン
ターまでご相談ください。

　認知症の方とその家族が、同じ立場の方同士で自らの体験や希望、必要としていること
などを語り合ったり、一緒にレクリエーションをしたりして一緒に楽しむ場です。本人だから
こその気付きや意見を本人同士で語り合い、それらを地域に伝えていくための集まりです。
■日　時　10月20日（金）、12月7日（木）午前10時～正午
■場　所　中央公民館本館202号室

認知症地域支援推進員
　認知症の容態の変化に応じた医療・介護などのネットワークを
つくり、認知症の方が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられ
るように効果的な支援を行います。
　町では、現在8人の認知症地域支援推進員が、認知症ケアパ
スの作成や普及・啓発、認知症のミニ講座や認知症サポーター
養成講座の実施などに携っています。また、認知症セミナーや認
知症カフェの開催などにも携わっています。

フレイル予防教室
　フレイル（虚弱）を予防するために運動、食事、栄養バランス、
口内の健康を保つ方法などについての講座を開きます。地域包
括支援センターに申し込みください。

■日　時　9月27日（水）、10月
4日（水）、18日（水）、11月1日
（水）、15日（水）、22日（水）、
12月6日（水）午前10時～午
前11時30分
■場　所　中央公民館
　　　　　本館103号室

認知症カフェ　オレンジカフェ日向家
　アピタ阿久比店で行われる、認知症の方や
その家族の息抜きと交流の場です。ドリンクを
飲みながら介護についての悩みの共有や情報
交換をすることができ、認知症地域支援推進
員による認知症介護相談コーナーもあります。
■日　時　9月20日（水）、令和6年1月17日
（水）午前10時～正午
■場　所
　アピタ阿久比店
　2階フードコート
■費　用　100円
（お茶、菓子代）

認知症サポーター養成講座
■認知症サポーターとは　認知症に対して正しい理解を持ち、
認知症の方やその家族を優しく見守り、支援する方のことで
す。認知症サポーター養成講座を受講することで、誰でもなる
ことができます。
■認知症サポーター養成講座　町内の職場やサロン、町内会、
サークルなどに講師が出向いて随時講座を開きます。講座は1
～2時間程度で、無料です。受講した方にはサポーターの証と
して「オレンジリング」を配ります。講座を希望する場合は、随
時受け付けていますので問い合わせ先までご連絡ください。

　認知症に関する相談を受け付けています。
■日　時　役場開庁日の毎月第1・3火曜日
　　　　　午前9時30分～午前11時30分
　　　　　午後1時30分～午後3時30分
■場　所　地域包括支援センター

▲　なごみ会の様子

認知症ミニ講座
　宅老所など皆さんが集まる場に認知症地域支
援推進員などが出向き、認知症についての正し
い知識を伝える講話や、認知症予防の運動な
ど認知症全般に関する講座を開きます。講
座の開講を希望する場合は、随時受け付け
ていますので問い合わせ先までご連
絡ください。

認知症相談「忘れる前に」

認知症ケアパス
　認知症の方を支える町の取り組みをまとめたガイドブックで
す。認知症の進行状況（予防、軽度、中等度、重度）に合わせて、い
つ、どこで、どのような医療・介護サービスなどを受けられるの
か、具体的な機関名やサービス内容を体系的に紹介しています。
■配布場所　健康介護課介護保険係
※　町ホームページからダウンロードするこ
ともできます。

家族やあなたのために知ってほしい 阿久比町の認知症事業

認知症カフェ（ケアラーズカフェ）
　中央公民館で行われる、認知症の方やその
家族の息抜きと交流の場です。町と認知症介
護家族交流会「なごみ会」との共催で行われま
す。お茶を飲みながら介護についての悩みの共
有や情報交換をすることができます。
■日　時　12月7日（木）午前10時30分～
午後3時
■場　所　中央公民館
　　　　　本館202号室
■費　用　200円
（お茶、菓子代）

ア　グ　ナ　ビ

▲
「AguNavi（アグナビ）」

ホームページ 認知症ケアパス▶
ホームページ

本人ミーティング

■問い合わせ先　阿久比町役場　☎（48）1111　健康介護課介護保険係（内1125・1126・1131）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター（内1127・1128）

13

広報あぐい　2023.9.1

12

広報あぐい　2023.9.1

天

地受注No.23H00425／版管理番号255518-01／阿久比町役場様
広報あぐい9/1号　政策協働課（210×297）／23.8.24／10:00／東雲★★★■

受注No.23H00425／版管理番号255518-01／阿久比町役場様
広報あぐい9/1号　政策協働課（210×297）／23.8.24／10:00／東雲★★★■



町民の皆さんの話題やニュースを紹介

　社会を明るくする運動大会・安全安心町民大会・青少年健全育成推進大会がアグピアホール（中央公民館多目
的ホール）で合同開催されました。大会では、社会を明るくする運動の標語と習字の表彰式、青少年健全育成推進
に向けた児童・生徒の意見発表、交通・防犯に関する半田警察署員の講話が行われました。
【標語作品（敬称略・受賞者は全て阿久比中1年）】
■最優秀賞
　前田翔生
　「犯罪は　やるのもだめで　指示もだめ」
■優 秀 賞
　本美遥馬
　「だめ犯罪　みんなの命は　一つだけ」
　坂本結愛
　「考えよう　ＳＮＳで　その言葉」
　鈴木　楓
　「思いやり　してもされても　いい気持ち」
■入　　選
大岩桜帆、桐原一真、岡部未怜、杉浦碧夏、大
澤菜々美、守田はな、岡本萌花、上島朱音、及川
夏巳、津曲萌衣

【習字作品受賞者（敬称略）】
■最優秀賞　津曲紗奈（東部小5年）、森　結月（英比小6年）
■優 秀 賞　嶌田咲菜（東部小5年）、荒川つばさ（英比小5年）、内山瑞貴（英比小6年）、岩﨑愛実（東部小6年）
■入　　選　松浦舞依（東部小5年）、小山心優（東部小5年）、打田陽詩（英比小5年）、安藤璃乃（英比小5年）、
　　　　　　内田稀子（南部小5年）、田中　希（東部小6年）、津田果歩（英比小6年）、髙橋絢音（草木小6年）、
　　　　　　福田純杏（草木小6年）、古賀優芽（草木小6年）
【青少年健全育成推進大会意見発表の児童・生徒（敬称略）】
　山口舞華（東部小6年）、山本凌生（草木小6年）、松本菜由（阿久比中2年）、所　樹（阿久比中3年）、尾崎龍之介
（阿久比高2年）、遠藤七海（阿久比高2年）

犯罪や非行のない明るく住みよい社会を目指して

▲　意見発表の児童・生徒たち

▲　最優秀賞の習字作品

▲　標語・習字作品の受賞者

7/15
（土）
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あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますのでご連絡ください。 　政策協働課調査広報係　☎（48）1111（内線1310）

7/25
（火）

27
（木）・

親子で楽しむ紙工作
　親子でペーパークラフトを楽しむ「夏休み親子紙工作
教室」が町立図書館で開催されました。アニメのキャラク
ターや飛行機などが印刷されたペーパークラフトが立体
的な作品になっていく様子に、子どもだけでなく大人も
夢中になって取り組みました。

▲ペーパークラフトを組み立てる親子

7/23
（日）

虫供養本番に向けて
　阿久比谷虫供養の行事「土用干し」が草木公民館で行
われました。土用干しは虫供養本番の前に掛け軸や道具
などを夏の風に当て、カビや虫の害を防ぐための行事で
す。町指定文化財の掛け軸などを前に、参加者は声を合
わせて百万遍念仏を唱えました。今年の虫供養は、9月23
日（土・祝）に草木公民館と草木老人憩の家で行われます。

▲念仏を唱和する皆さん

7/23
（日）

シェフのセンスがキラリ
　町食生活改善推進員協議会主催の「ちびシェフクラ
ブ」がオアシスセンターで行われ、参加した親子や児童が
料理に挑戦しました。郷土料理の「箱ずし」を作った児童
は「彩りがきれいで、作っていて楽しかった。家でも作って
みたい」と達成感に満ちた表情で話しました。

▲箱ずしを作る児童たち

夏の夜に響く音色
　野外音楽会が役場芝生広場で行われ、暑さの和らいだ
夕暮れの中約500人が阿久比吹奏楽団の演奏やダンス
などを楽しみました。参加者は「目の前で行われる演奏や
パフォーマンスは、迫力と活気があってかっこいい」と声
を弾ませました。

▲生演奏が行われた役場芝生広場

7/23
（日）

　読書指導グループ「ぶんぶん」による「おたのしみ会」が
町立図書館で行われ、訪れた約140人の親子連れなどが
物語の世界を楽しみました。大型絵本やパネルシアター、
人形劇が披露され、参加した子どもたちは「ぶんぶん」の
メンバーの話に耳を傾け、影絵や舞台の人形の動きに目
を輝かせていました。

▲真剣に人形劇を見る子どもたち

7/15
（土）

ふわふわたくさん、楽しいね
　卯ノ山児童館でシャボン玉遊びが行われ、参加した親
子と児童館職員・更生保護女性会の会員と一緒にシャボ
ン玉作りを楽しみました。子どもたちはシャボン玉を追い
かけて走り回ったり、空に舞う様子をじっと観察したり思
い思いのひと時を過ごしました。

▲シャボン玉を作って遊ぶ子どもたち

7/12
（水）

絵本の世界へようこそ
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於大の方の素顔に迫る
　図書館の開館40周年を記念した講演会がアグピア
ホールで行われ、大河ドラマの制作にも携わる歴史研究
家の市橋章男さんが、阿久比町と関わりの深い徳川家康
の生母「於大の方」について講演しました。約170人の参
加者たちは、大河ドラマ制作の裏話なども交えた話を熱
心に聞き、歴史資料から於大の方の素顔や生き方につい
て学びました。

▲資料を使って話す市橋さん

7/30
（日）

広がる地域の輪
　草木地区で開催の盆踊り大会へ向けて、幼稚園児・保
育園児、小学生などを対象にした盆踊り講習会が草木公
民館で行われました。講習会には多くの親子連れが参加
し、全8曲を練習しました。参加した児童は「たくさん練習
ができて楽しかった。本番が待ち遠しい」と心躍る様子で
話しました。

▲輪になって踊る子どもたち

7/30
（日）

夏休みの宿題をシルバーさんと楽しく
　中央公民館で小学3～6年生の夏休みの宿題の習字と
ポスターの作成を手伝う「夏休み宿題教室」が行われま
した。講師は町シルバー人材センター会員の皆さん。参
加した児童は完成したポスターを手に「筆の持ち方や塗
り方など知らないことを教えてもらえて面白かった」と満
足そうに話しました。

▲講師からアドバイスを受ける児童
安全なまちづくりへの意識を高めよう
　夏の安全なまちづくり県民運動（8月1日～10日）期間
中にピアゴ阿久比北店で半田警察署署員、知多県民事
務所職員などが防犯キャンペーンを実施しました。買い
物客は啓発の声に足を止め、特殊詐欺や侵入盗防止に関
する話を熱心に聞いていました。

▲買い物客に呼びかける警察署員

8/2
（水）

　JOCジュニアオリンピックカップ第47回全日本高校ボ
ウリング選手権大会（8月7日・8日、稲沢グランドボウル
で開催）に出場する髙本聖菜さん（半田商業高校1年）が
町長を表敬訪問しました。「今後、よりよい成績を目指せ
るように、全力を尽くし予選を突破したい」とこれからの
展望について語りました。

▲全日本大会での活躍を誓う髙本さん

7/26
（水）

攻めたレースで入賞へ
　令和5年度全国高等学校総合体育大会陸上競技大会
（8月2日～6日、北海道で開催）に競歩で出場する岡田な
のはさん（千種高校3年）が町長を表敬訪問しました。高
校生活最後となる全国大会に向けて「悔いが残らないよ
うに攻めたレース展開をし、6位入賞を目指したい」と笑
顔で目標を話しました。

▲今後の目標について話す岡田さん

7/26
（水）

将来を見据えて

7/31
（月）

8/1
（火）・ 3

（木）・ 4
（金）・
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■令和5年度の方針
　子どもの学習や生活、健康を支える活動を保護者や地域とともに展開する。
■活動内容
　【あいさつ運動】　前期期間：6月26日（月）～7月2日（日）　後期期間：10月9日（月・祝）～15日（日）
　【学びウィーク】　第１回期間：6月14日（水）～20日（火）　第2回期間：１1月9日（木）～15日（水）
　　　　　　　　  第3回期間：令和6年2月7日（水）～13日（火）
　【親子ふれあいキャンペーン】　10月10日（火）～11月3日（金・祝）
　【ノーメディアデー】　毎月第１・３水曜日に実施
■令和5年度の取り組み
　【幼保小中高一斉あいさつ運動】
　平成19年の11月から始まった「幼保小中一斉あいさつ運動」。翌年からは阿久比高校も参加し、現在の「幼
保小中高一斉あいさつ運動」となりました。10年以上も続く取り組みとなっています。令和5年度は、各園・校
の実情に合わせてあいさつ運動に取り組んでいます。登下校時や校内・園内では気持ちのよいあいさつが飛
びかっていました。自分からあいさつのできる子に育ってほしいと思います。

【学びウィーク】
　「中学校の期末テスト週間に、小学生も勉強を」という思いで始まった取り組みが「学びウィーク」です。阿久
比町の子どもたちへのアンケート調査から「小4～中3まで、家庭学習の時間が1時間未満の子が多い」「どの
学年もテレビの視聴時間が長い」「宿題だけで終わってしまい、予習、復習をあまりしていない」ということが
明らかになったことから始まりました。令和5年度の1回目は、阿久比中学校のテスト週間に合わせて、6月14
日から20日まで4小学校で取り組みました。
　この取り組みを通して、子どもだけでなく保護者の家庭学習への意識を高めることも大切な目標の一つと
なっています。
■問い合わせ先　学校教育課学校教育係　☎（48）1111（内1230・1231）

啓発連携部の取り組み啓発連携部の取り組み

▲東部小学校の様子 ▲ほくぶ幼稚園の様子

　毎年5月5日の「こどもの日」から1週間を「こどもまんなか児童福祉週間」と定め、児童福祉の理念の普及・啓発のため
の各種行事を行っています。
　令和6年度のこどもまんなか児童福祉週間に向けて、その象徴となる標語を募集します。
　（令和5年度最優秀作品）『小さなて　みんなではぐくみ　育ててく』
■募集締切日　9月30日（土）
■募集内容　子どもたちを応援する標語や、未来に向けての子どもたちからのメッセージとなる標語
■主　催　こども家庭庁・社会福祉法人全国社会福祉協議会・公益財団法人児童育成協会
■応募方法　はがき、FAX、インターネット、メールなどで申し込んでください。詳細は、公
益財団法人児童育成協会のホームページをご覧ください。
■応募・問い合わせ先　公益財団法人児童育成協会「標語募集」係　☎03（5357）1174

▲公益財団法人児童育成
　協会ホームページ

「こどもまんなか児童福祉週間」の標語を募集「こどもまんなか児童福祉週間」の標語を募集
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身体的虐待 たたく、蹴るなどの暴力行為や、縛り付ける・過剰な投薬によって体の動きを抑制すること。

放棄・放任（ネグレクト） 食事や入浴など身の回りの世話や介助をせず、必要なサービスや医療を受けさせないなど養護を著しく怠ること。

心理的虐待 威圧的な言葉や態度で脅す、無視、嫌がらせなどによって精神的な苦痛を与えること。

経済的虐待 本人にとって必要な金銭を理由なく制限すること。本人の合意なしに財産や預貯金を使用すること。

性的虐待 本人の嫌がる性的な行為をしたり、その強要をしたりすること。

■日　時　11月10日（金）午後1時30分～午後3時30分
■場　所　半田市福祉文化会館中央公民館内第1・2会議室（半田市雁宿町1－22－1）
■対象者　知多地域4市5町（大府市を除く）の親族後見人の方、親族後見人を考えている方
■定　員　20人（先着順）
■参加費　無料
■内　容　定期報告書の書き方、その他業務全般について
■申し込み方法　知多地域権利擁護支援センターホームページの申し込みフォームより申し込むか、ホームページより
　　　　　　　　申込書をダウンロードし、FAXにて申し込みください。
■申し込み・問い合わせ先　知多地域権利擁護支援センター　
　　　　　　　　　　　　☎0562（39）3770　FAX0562（39）3774

　虐待は、どこでも起こりうる身近な問題です。加害者は自分が虐待をしているという認識がなかったり、被害者も虐待と
認識できなかったりすることで、被害を訴えられない場合があります。介護などの悩みを誰にも相談できず、気付いたら
加害者になっていたという場合もあります。虐待は重大な権利侵害に当たります。一人一人が虐待に対する認識を深め
被害を防ぎましょう。

　後見業務全般、または家庭裁判所への報告で困っていること、気になることなどがある方はぜひご参加ください。

　相談をすることで解決の糸口が見つかることもあります。チェックに当てはまる場合や、身近に心配な方がいる場合は
問い合わせ先までご相談ください。
■問い合わせ先　☎(48)1111
　▽【高齢者について】地域包括支援センター　(内1127・1128)
　▽【障がい者について】阿久比町障害者虐待防止センター（住民福祉課社会福祉係）(内1121・1122)

親族後見人サポート研修を開催

防ごう、高齢者虐待・障がい者虐待

虐待には５つの種類があります
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◀知多地域権利擁護支援
センターホームページ

□　良いことと悪いことを分かってもらうために、たたくなどしてしつけている。
□　ベッドに縛り付けたり、薬を過剰に服用させたりして身体拘束、抑制をする。
□　忙しくて入浴や身体を拭くなどの世話をめったにしていない。
□　お漏らししないよう、水分は控えめにしている。
□　仕事などが大変で、空腹状態を長時間我慢してもらうことがある。
□　本人も分からないだろうから、室内のごみや汚物の片づけは後回しにしている。
□　経済的な理由もあり、通院・サービスの利用などは控えている。
□　排せつの失敗を笑ったり、人前で話したりすることがある。
□　言うことを聞かないので、ついつい怒鳴ったり、ののしったりすることがある。
□　子ども扱いするなど侮辱してしまうことがある。
□　話しかけに対して意図的に無視してしまう。
□　排せつを失敗したため、下半身を裸にして放置することがある。
□　キスや性器への接触、性行為を強要することがある。
□　日常生活に必要なお金を渡していない。
□　本人の財産を無断で売却する。
□　預金通帳などを管理し、本人に無断で使うことがある。

　日常を振り返り、次のようなことをしていないかチェックしてください。
「介護のつもり」「しつけのつもり」が「虐待」の場合もあります

9.産業と技術革新の基盤をつくろう
強靭なインフラの整備、包摂的かつ持続可能な産業化の促進・イノベーションの推進を図るＳＤＧｓ17の目標

校了日　8 月 24 日　厳守 修正指示　8 月　　日　　時まで



■下水道の役割
▽トイレの水洗化など、快適な生活環
境を確保します。
▽悪臭や蚊、ハエなどの発生を防ぎ、まちを清潔にし
ます。
▽下水を処理し、きれいにした水を放流することで、
川や海の水質を守ります。

■下水道の正しい使い方
▽台所では、残飯や野菜くずを流さないでください。
下水道管の詰まりや悪臭の原因となります。
▽てんぷら油などの廃油を流すと、冷えて固まり、下
水道管が詰まる原因となります。フライパンなど
の汚れは拭き取ってから洗ってください。　　
▽水洗トイレでは、専用のトイレットペーパー以外は
流さないでください。便器や下水道管が詰まる原
因となります。
▽シンナーやガソリンなどの揮発性の高い危険物を
流すと下水道管の中で爆発したり、下水道管を損
傷したりしますので、絶対に流さないでください。

■公共下水道への接続をお願いします
　下水道が整備された区域にお住まいの方で、まだ

公共下水道へ接続していない方は、一日も早い公共
下水道への接続にご理解とご協力をお願いします。
　東部、植大、高根台、椋岡、阿久比、卯之山、坂部、
草木、白沢の各処理分区で下水道に接続できます。
排水設備工事を行う際は、直接阿久比町下水道指定
工事店に依頼してください。指定工事店一覧は町
ホームページの「暮らし」→「下水道」で確認できま
す。
■点検商法の悪質業者に注意
　　最近、不審な業者が「お宅の下水道管の点検をし
ます」と下水道のます蓋を勝手に開け、点検料として
高額な金額を請求する事案が起きていますので十
分に注意してください。実際にこのような業者の訪
問があった際は断ることが第一です。不審に思った
ら警察へ連絡・相談してください。
■問い合わせ先　上下水道課下水道係
　　　　　　　　☎(48)1111(内1218)

9月10日は
「下水道の日」
　下水道は私たちの生活に欠かせな
いものです。下水道の役割と正しい
使い方についてお知らせします。

場

　高血圧は、動脈硬化を進め、心臓病や脳梗塞などの引き金になります。この機会に生活を見直し、健康寿命を延ばしま
しょう。

■日　時　10月10日（火）
　　　　　午後1時30分～午後3時（開場午後1時）
■場　所　アグピアホール（中央公民館多目的ホール）
■入場料　無料（要予約）
■定　員　１００人程度（先着順）
■申込開始日　9月11日（月）
■申し込み方法　電話、FAX、電子メールにて申し込みくださ
い。電子メールで申し込む場合は、件名を「高血圧予防講演
会」とし、本文に氏名、生年月日、電話番号を入力し送信して
ください。

■講　師　ハーブ内科皮フ科
　　　　　院長　竹内　秀俊 先生

■申し込み・問い合わせ先
　健康介護課保健係
　☎（48）1111（内1520・1521）
　FAX（48）7333
　電子メール　kenko@town.agui.lg.jp

「高血圧予防講演会」を開催
～高血圧について知って元気に長寿！～
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10.人や国の不平等をなくそう
各国内・各国間の不平等を是正するＳＤＧｓ17の目標



■予約方法（9月1日（金）以降、予約可能となります）
　予約には、接種券が必要です。
　▽Web予約（右の二次元コードから進んでください）

　▽コロナワクチンコールセンター電話予約〔☎（48）0900〕
　　（月曜日～金曜日の午前8時30分～午後5時15分）
　▽小児（5～11歳）専用電話予約〔☎（48）0904〕
　　（月曜日～金曜日までの午前8時30分～午後5時15分）
　▽医療機関での予約　※　予約開始日は、医療機関ごとに異なる場合があります。

■接種券について
▽以前に接種券を発送済みで未接種の方に対しては、新たに発送していませんので、お持ちの接種券で予約の上、接
種を受けてください。
▽転入の方などで本町で接種記録を確認できない場合、接種券を送付できません。お手数ですが、保健センターで発
行申請をお願いします。

　【生後6カ月以上の方の初回接種について】
　予約は、全て保健センターで対応します。
■制度に関する問い合わせ先　保健センター　☎（48）1111（内1520・1521）
※　国・県の通知、ワクチンの供給状況により予定が変更となる場合があります。最新情報は、町ホームページをご覧く
ださい。

　オアシスセンター全館の空調設備の改修工事の実施に伴い、今後駐車場や出入口の利用を制限す
ることがあります。ご迷惑をおかけします。
■工事期間　令和6年3月25日（月）まで
■留意事項（影響など）
▽工事車両の出入りにより、駐車台数が限られる場合がありますので、役場駐車場もご利用ください。また、北側通路
からの一般車両の出入りを制限する場合があります。来庁の際は正
面（県道名古屋半田線）からお越しください。
▽11月以降のがん検診、母子健診などの会場が変更となる場合があ
ります。広報や個別の案内文書を確認してください。
▽使用済小型家電品の回収（毎月第3土曜日、ただし11月のみ第1土
曜日）の際の駐車場所が制限される場合があります。（カラーコーン
とバーで区切ります）

■問い合わせ先　保健センター　☎（48）1111（内1520・1521）

～　シリーズ46　新型コロナウイルスワクチン接種　～

秋冬の追加接種【9月20日(水)～】が始まります！

▲ワクチン
　接種予約ゼロキューゼロゼロ

ゼロキューゼロヨン

▲Web予約

おかけ間違いに注意！

浅井外科
飯塚医院
岡田ハートクリニック

ハーブ内科皮フ科

山田内科

かかりつけの患者のみ
かかりつけの患者のみ
かかりつけの患者のみ
初めての方
1回以上当院で接種済の方
かかりつけの患者のみ

窓口予約（電話不可）
受診時に予約（電話不可）
窓口予約（電話不可）
窓口予約（電話不可）
電話・窓口予約
窓口予約（電話不可）

医療機関名（五十音順） 対　象 予約方法など

阿久比町役場
オアシスセンター

半田消防署
阿久比支所

N

オアシスセンター空調設備改修工事について

制限有
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11.住み続けられるまちづくりを
包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市・人間居住
を実現する

ＳＤＧｓ17の目標
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■

■悩み事相談窓口一覧　
悩み事相談窓口 時間 問い合わせ先

阿久比町保健センター 平日：午前8時30分～午後5時15分 ☎（48）1111(代）
半田保健所

健康支援課　こころの健康推進
グループ

平日：午前9時～正午
午後１時～午後4時30分 ☎（21）3340

教育相談こころの電話 午前10時～午後10時 ☎052（261）9671
子どもＳＯＳほっとライン２４ 24時間 ☎0120（07）8310

あいちこころほっとライン365 午前9時～午後8時30分 ☎052（951）2881
名古屋いのちの電話 24時間 ☎052（931）4343

いのちの電話   
みんなのインターネット相談 24時間

あいちこころのサポート相談
月曜日～土曜日　午後8時～午前0時　　　　　　　

(受付時間：午後11時30分まで)　　　　　　　　　　  
日曜日　午後8時～翌日月曜日午前8時　　　   

(受付時間：午前7時30分まで)

LINE　友だち追加　
ID検索　@aichi_soudan

Facebook　友だち追加　
ID検索　@aichi.soudan

SNS(LINE)による人権相談　
(名古屋法務局人権擁護部)　

平日：午前8時30分～午後5時15分
(祝日・年末年始を除く)

LINE　友だち追加　
ID検索 @snsjinkensoudan

①「
気
付
き
」

いつもと違う様子はないか気にかけ、「おや？」と思ったら声をかけましょう。
【こんなＳＯＳのサインに気づきましょう】
▽表情が暗くなった、笑顔が見られなくなった　▽口数が減って元気がない　▽周囲との交流を避けるようになった
▽体調不良を訴えるようになった　▽投げやりな様子やイライラしている態度が目立つようになった

②「
聞
く
」

人は話を聞いてもらうことで、気持ち
が楽になることがあります。何か助言し
なくてはと思う必要はありません。まず
は、親身になって話を聞きましょう。

③「
つ
な
ぎ
」

気分の落ち込みが大きい時などは、メ
ンタルクリニックや精神科といった専門
医や専門機関へ相談することを勧める
ことも必要です。

④「
見
守
り
」

悩んでいることをなかなか周囲に訴
えられない人もいます。ちょっとし
た変化に気付けるよう、より注意深
く見守る必要があります。

■一人で悩まないで
もしあなたがつらいと感じていたり、傷ついている場合は、一人で抱えこまず、誰かに悩みを打ち明けてみましょう。　　　　
身近な人に話しにくい時は、電話で相談を受けてくれるところがあります。

■大切な方を自死で亡くされた方へ
　同じ体験をされた遺族同士が集まり、自身の気持ちを語ることが
できる会があります。詳細は、各会のホームページをご覧ください。

【個別の面接相談ができる場所があります】
　▽愛知県精神保健福祉センター（予約制）
　　・対　象　愛知県内在住で、大切な人を自死で亡くされた方
　　・相談日　毎月第3木曜日　午後2時～午後3時30分
　　・申し込み・問い合わせ先　愛知県精神保健福祉センター健康福祉課　
                                         ☎052-962-5377（平日　午前8時45分～午後5時30分）

　日本では令和４年に2万1,881人が自殺で亡くなっています。男女別にみると、男性は13年ぶりの増加、女性は3年連
続の増加となっています。男性の自殺者数は、女性の約2.1倍となっています。
　自殺の原因は、健康問題や経済問題などさまざまですが、周囲がちょっとした本人の変化に気付くことで自殺を防ぐこ
とにつながります。いつもと違う様子はないかを気にかけ、学校、職場、地域、家庭で温かく見守りましょう。
　自殺を防ぐキーワードは「気付き」「聞く」「つなぎ」「見守り」です。      

一人で悩まないで一人で悩まないで
9月10日（日）〜16日（土）は自殺予防週間9月10日（日）〜16日（土）は自殺予防週間

ＳＤＧｓ17の目標
12.つくる責任　つかう責任
持続可能な生産消費形態を確保する

■問い合わせ先　健康介護課保健係　☎（48）1111(内1520・1521）

▲リメンバー名古屋
　自死遺族の会

▲こころの居場所 ▲Dearest

校了日　8 月 24 日　厳守 修正指示　8 月　　日　　時まで



■問い合わせ先　健康介護課地域包括支援係　☎(48)1111（内1127・1128）

国立研究開発法人国立長寿医療研究センターアプリ「オンライン通いの場」
のダウンロードはこちらから
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　食生活改善推進員とは、自分の家族をはじめ、地域の皆さんの健康づくりを食生活の面でサポートをする活動をして
います。町では、食生活改善推進員として、地域で食を通じた健康づくりの活動をしていただける方を募集します。仲間と
一緒に楽しく活動してみませんか。

　スマートフォンでも楽しく介護予防や健康づくりに取り組むことができるアプリ「オンライン通いの場」が、国立研究開
発法人国立長寿医療研究センターから配信されています。
「通いの場」とは
　地域の住民が気軽に集い、一緒に活動内容を企画し、ふれあいを通して「生きがいづくり」「仲間づくり」の輪を広げる
場所です。地域の介護予防の拠点となる場所でもあります。
　アプリ「オンライン通いの場」には、日々の健康維持に役立つコンテンツが満載です。ぜひ活用してみてください。

■開催日時（全8回）　
日　　時 内　　容

第1回　 10月18日（水） 午後1時30分～
午後2時～午後3時

開講式・オリエンテーション
講演「国民の健康状況と生活習慣病予防」

第2回　 11月8日（水） 午前9時30分～午後1時 講義「食生活改善推進員の役割」
講義・実習「高齢期における低栄養を防ごう」

第3回　 11月21日（火） 午前9時30分～午後1時 講義・実習「生活習慣病予防について」
第4回　 12月12日（火） 午前10時～正午 講義「食品衛生と食環境保全について」
第5回　 12月26日（火） 午前9時～正午 見学・実習「実際の活動を体験してみよう」
第6回　 令和6年1月11日（木） 午前9時～正午 講義・調理「離乳食について学ぼう」
第7回　 1月22日（月） 午後1時30分〜午後3時 講義・実習「身体活動と運動」

第8回　 2月7日（水） 午前9時30分～午前11時
午前11時～正午

講義・実習「防災クッキング」
閉講式「これからの健康づくりの課題」

※　原則として、全８回参加できる方を優先とします。
■場　所　保健センター、中央公民館　　
■定　員　24人（定員を超えた場合は抽選となります）
■受講料　1,200円程度（テキスト代）
■申込期限　9月20日（水）
■申し込み方法　電話または電子メールで申し込んでください。電子メールの場

合は、件名を「食生活改善推進員養成講座」とし、本文に氏名、生
年月日、電話番号を入力の上、送信してください。

■申し込み･問い合わせ先　健康介護課保健係　☎（48）1111（内1520）
　　　　　　　　　　　　 電子メール　kenko@town.agui.lg.jp

～私たちの健康は私たちの手で～
食生活改善推進員養成講座に参加してみませんか？

▽仲間とオンラインで交流ができる「コミュニケーション」機能
▽おすすめのお散歩コースを検索・登録できる「おさんぽ」機能
▽全国各地域のご当地体操を紹介している「体操動画」機能
　全国の自治体が考案した体操動画を紹介しています。「阿久比の体操」も紹介しています。
▽健康状態をすばやく判定できる「健康チェック」機能

秋です！アプリで楽しく健康増進しましょう！

アプリ「オンライン通いの場」を使い、アグピー健康マイレージのポイントを貯めませんか？連動企画

◀町ホームページ

◀国立研究開発法人国立長寿医療
　研究センターホームページ

13.気候変動に具体的な対策を
気候変動とその影響を軽減するための緊急対策を講じるＳＤＧｓ17の目標

▲食生活改善推進員の活動の様子

令和5年度　アグピー健康マイレージ
　「検診を受ける」「食事や運動などの生活習慣に気を付ける」など、自分で決めた健康づくりに取り組み、ポイントを貯め
ていただくと、特典と交換できます。ポイントを貯めてお得と健康をゲットしよう！
　詳しくは町ホームページをご覧ください。

校了日　8 月 24 日　厳守 修正指示　8 月　　日　　時まで



健康の維持は毎日の運動から。継続して体を動かすことが大切です。自宅でできる簡単な体操を毎月1回、ご紹介しま
す。介護予防や健康維持に役立ててください。

9月号 あなたの健康をサポート！
町内在勤の理学療法士が介護予防や健康維持に役立つ体操をお届け

骨盤周囲の筋肉を鍛えよう
　骨盤周囲には、骨盤と足の骨をつなぐ「腸腰筋」という筋肉があります。表面からは見えないため意識して動かさないと
鍛えることはできません。座る姿勢、立つ姿勢を維持するためにとても重要な筋肉で、鍛えることで転倒予防や猫背の予
防になります。

背中を伸ばし、おへそを前に出すようにして、骨盤を立てて座ります。
交互に膝を上げ、足踏みしましょう。高く上げず、足の裏が地面から離れる程度
に上げましょう。背中が曲がらないように注意してください。

体操をしたら、下の表に○をつけましょう。毎日続けることが大切です。

ダイエットにも効果的
「腸腰筋」は骨盤と足の骨をつないでいるため、下半身の動きに大きく左右します。
腸腰筋を鍛えることで、大きな筋肉が集中する下半身の動きがよくなり、基礎代謝の向上につながります。基礎代謝が高
まることで、太りにくい体になります。

　関節リウマチや全身性エリテマトーデスなどの膠原系難病患者の方がより安心して在宅療養できるよう医療相
談を開催します。
■日　時　10月16日（月）午後2時～午後4時
■内　容　▽講演　「膠原系難病との付き合い方」（仮）
　　　　　　講師　藤田医科大学病院　リウマチ・膠原病内科　医師　梅田愛先生
　　　　　▽相談会
■対象者　膠原系難病患者またはその家族
■場　所　愛知県半田保健所
■定　員　35人（定員になり次第締め切り）
■費　用　無料
■申込開始日　9月25日（月）午前10時から
■申し込み方法　電話にて申し込みください。
■申し込み・問い合わせ先　愛知県半田保健所健康支援課難病担当　☎（21）3354

■協　力　阿久比リハビリネットワーク　介護老人保健施設メディコ阿久比　介護予防認定理学療法士　榊原和真さん
■問い合わせ先　地域包括支援センター　☎（48）1111（内1127・1128）

座ってできる足上げ運動

左右交互に20回を目標

注意！
キャスターのない、動かない椅子を使って行いましょう。手の位置は自由で構いません。

体はまっすぐ 背中を丸めない

椅子にもたれない

日付
◯→

1 191817162 203 214 225 236 247 258 269 2710 2811 29 3012 13 14 15

「膠原系難病講演会・相談会」のご案内「膠原系難病講演会・相談会」のご案内
こう　  げん　  けいこう　  げん　  けい
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14.海の豊かさを守ろう
持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用するＳＤＧｓ17の目標



■問い合わせ先　
　阿久比町社会福祉協議会（横江、守口）
　阿久比町大字卯坂字丸の内85番地
　☎（48）1111（内1523）
　ＦＡＸ（48）4045
　電子メール　agui-sw@cac-net.ne.jp

生活支援コーディネーター
横　江

　今回は、訪問理美容のお店をリーフレットにま
とめました。
　お店の方は、皆さんとても親切に取材に対応し
ていただきました。ありがとうございました。
　令和５年度は、違うジャンルのリーフレットの作
成を予定しています。

■生活支援コーディネーターとは
　　高齢者の皆さんが住み慣れた地域で暮らし続けられる地域づくりのお手伝いをしています。地域づくりで困ってい
ることや不足しているものはありませんか。皆さんと地域づくりを一緒になってサポートしますので、どんなことでもお
気軽にご相談ください。（町が社会福祉協議会に委託し、配置しています）

生活支援コーディネーターをご存じですか？生活支援コーディネーターをご存じですか？

Vol.11生活支援コーディネーターの活動紹介
　今回は、令和5年４月に発行された、外出できず困った時の「生活のお役立ち情報」
　≪訪問理美容編≫のリーフレットをご紹介します。（町ホームページからダウンロードできます）

【対象者について】
　対象となる方は、高齢、障がい、病気や
ケガ、その他のご事情により、自分で理容
室や美容室へ行くことができない方です。

　少子高齢化が進む中、家族が近隣にいない、自分一人では外出
ができないなど、日常生活への不安を抱えている方が増えてきて
います。
　住み慣れた地域で、いつまでも安心して暮らし続けていくには、
福祉制度やサービスのほか、地域住民同士の支え合いが必要に
なってきています。
　この度、さまざまな事情により、自宅から外出することが難しい
方へ、少しでも安心した自分らしい暮らしが自宅でできるよう「生
活のお役立ち情報」として≪訪問理美容≫を行っ
ているお店をリーフレットにまとめました。

お子さんが小さく、美容室へ行くことができない方もご利用できます。

送迎を行っている
お店も掲載してい
ます。

※　ご利用の際は、最新情報を直接
　お店などへお問い合わせください。

一般財団法人日本遺族会では、「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」を実施しています。
この事業は、先の大戦で父などを亡くした遺児が、亡き父などが眠る旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに、同地
域の住民と友好親善を深めるものです。
参加費は10万円ですが、燃料費の高騰、円安などの事情で値上げする場合があります。
実施時期・募集人員については一般財団法人日本遺族会ホームページをご覧いただくか、日本遺族会事務局まで

お問い合わせください。
申し込みは、在住の各都道府県遺族会事務局へお願いします。
■申し込み・問い合わせ先　▽愛知県遺族連合会　☎052（231）6504
　　　　　　　　　　　 ▽日本遺族会事務局　☎03（3261）5521

◀一般財団法人日本遺族会
　ホームページ

戦没者遺児による慰霊友好親善事業への参加者を募集

ご自宅へ
訪問します！

◀町ホーム
　ページ

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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15.陸の豊かさも守ろう
陸上生態系の保護、回復、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、
ならびに土地劣化の阻止・回復、生物多様性の損失を阻止する

ＳＤＧｓ17の目標



大人の絵本読み聞かせ講座　～絵本セラピー®～
　テーマにそって、絵本セラピスト®が読み聞かせした絵本についてグループで話し合います。絵本を通じ
て自分自身と向き合い、新たな自分と出会えるきっかけになります。絵本を5～6冊読み聞かせしますので、
絵本の知識も広がります。

＜一般の方向け＞
■日　時　10月8日（日）午前10時30分～正午
■対　象　中学生以上　

＜子育てに関心のある方向け＞
■日　時　10月29日（日）午前10時30分～正午
■対　象　現在子育て・孫育て中の方、子育て経験のある方
　　　　　（子どもと一緒に参加することもできます。）

共通事項
■会　場　町立図書館
■受講料　無料
■定　員　15人（先着順）
■申し込み方法
　図書館カウンターや町ホームページに掲載している申込書を記入し、持参またはFAXで送信してください（受け付
けは開館時間内に限る）。電子メールで申し込む場合は件名を「図書館講座申込」とし、本文に①希望講座名②住所③
氏名（ふりがな）④連絡先（本人と確実に連絡がとれる連絡先・電話番号）を入力して送信してください。
■申し込み・問い合わせ先　図書館　☎（48）6231　ＦＡＸ（48）2733　電子メール　tosho@town.agui.lg.jp

図書館講座の受講生を募集図書館講座の受講生を募集

■応募方法　掲載を希望する作品などを中央公民館本館窓口まで持参して
　　　　　　ください。（選考は社会教育課で行います）
■応募・問い合わせ先　社会教育課公民館係　☎（４８）１１１１（内１５０１）

町内で活躍する皆さんの
力作を募集しています。

阿久比町のオアシス

文化の泉
初心者のための
熱い油彩似顔絵ゼミ

竹内慶子さん「初めての着物」

■展示期間　9月4日（月）～22日（金）の役場開庁時間
■展示場所　役場1階ロビー（広報掲載作品と実際の展示
　　　　　　作品が異なる場合があります）

片川牧子さん「コンビ」近藤玲子さん
「ワイルドでキュートな笑顔がステキ」

■講　師　北川美香さん（絵本セラピスト®）
■持ち物　筆記用具
■申込期限　9月15日（金）

▲町ホームページ
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16.平和と公正をすべての人に
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、全ての人に司法へのアクセスを提供し、
あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

ＳＤＧｓ17の目標



総務省統計局（愛知県・阿久比町）では、10月１日現在で「令和5年住
宅・土地統計調査」を実施します。
この調査は、住生活に関する最も基本的で重要な調査で、全国約
340万世帯の方々を対象とした大規模な調査です。
調査の結果は、住生活基本計画や耐震・防災を中心とした都市計画

づくりなど、私たちの暮らしと住まいに関する計画や施策の基礎資料と
して幅広く利用されます。
調査をお願いする世帯には、9月下旬から調査員が調査書類の配布

に伺いますので、インターネット回答のほか、紙の調査票を郵送または
調査員に提出する方法によりご回答をお願いいたします。
今回の調査では、便利なインターネット回答をお

すすめしています。スマートフォン・タブレット端末に
も対応していますので、ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　
　政策協働課調査広報係　☎（48）1111（内1310）

住宅・土地統計調査を実施します

認知症の方やその家族の息抜き
や交流の場です。コーヒーなどで
ほっと一息つきながら、介護につい
ての悩みの共有や情報交換をしま
せんか。ご都合のよい時間に気軽
にお立ち寄りください。
■日　時　9月20日（水）午前10時
　～正午
※　午前10時30分から認知症
地域支援推進員による認知症
ミニ講座を開催します。

■場　所　アピタ阿久比店2階
　フードコート内
■参加費　100円（飲み物、お菓子
付き）
■主　催　阿久比町（地域包括支
援センター）
■協　力　アピタ阿久比店・町社
会福祉協議会
■問い合わせ先　
　健康介護課介護保険係・地域包
括支援センター
☎（48）1111（内1126・1127）

■勤務場所　地域包括支援セン認知症の方を介護している家族

オレンジカフェ
日向家を開催

認知症介護家族交流会
（なごみ会）勉強会の開催

の交流の場である「認知症介護家
族交流会（なごみ会）」に看護師を
招いて勉強会を開催します。介護
家族同士の交流もでき、参考にな
ることがたくさんあります。初めて
の方もお気軽にお越しください。参
加には事前申し込みが必要です。
■日　時　10月5日（木）午後１時
３０分～午後３時３０分
■場　所　中央公民館本館201号
■参加費　100円（お茶・お菓子
　代）
■対　象　認知症の方を介護して
いる家族
■テーマ　「看護師さんに聞いて
みよう！！」
■講　師　鈴木　眞枝さん（看護
師）
■申し込み方法　10月4日（水）
までに電話、地域包括支援セン
ター窓口または二次元コードよ
り申し込んでください。

■申し込み・問い合わせ先
　地域包括支援センター
　☎（48）1111（内1127・1128）

会計年度任用職員（介
護支援専門員）を募集

　ター（役場内）
■勤務内容　ケアプラン作成、相談
　業務など
■勤務期間　開始時期については
要相談～令和6年3月31日（勤務
成績により、継続雇用あり）
■勤務時間　1日5時間程度
■報　酬　1,355円～（時間給）
■応募資格　介護支援専門員資格
のある健康な方
■募集人員　1人
■試　験　面接試験（後日連絡）
■提出書類
①会計年度任用職員登録申請書
（申請書は町ホームページよ
りダウンロードできます）
※	 申請書は令和5年度用を
　使用し、写真を添付してくださ
い。
②介護支援専門員証の写し

■申込期限　10月2日(月)
■申し込み・問い合わせ先
　健康介護課地域包括支援係　
　☎(48)1111（内1127）

17.パートナーシップで目標を達成しよう
持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化するＳＤＧｓ17の目標
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都市計画法第21条第2項におい
て準用する都市計画法第17条第1
項の規定により、「白沢北（東）地区」
と「白沢中（南）地区」の都市計画の
暫定用途地域を解消することを目
的とした、用途地域の変更に関する
都市計画の案を次のとおり縦覧し
ます。
■名　称（内容）　知多都市計画用
途地域の変更
■縦覧期間　10月3日（火）～17日
（火）まで（閉庁日を除く）
■縦覧時間　午前8時30分～午後
5時15分
■縦覧場所　建設経済部建設環境
課窓口
※		都市計画の案について意見の
ある場合、阿久比町の住民およ
び利害関係人は、都市計画法第
17条第2項の規定により、縦覧
期間中に町に対して意見書を提
出することができます。
※　提出された意見については、
その要旨を審議の判断資料とし
て、都市計画審議会に提出します。
■問い合わせ先　
　建設環境課都市計画係	
　☎(48)1111（内1214）

都市計画の案を
縦覧します

校了日　8 月 24 日　厳守 修正指示　8 月　　日　　時まで 校了日　8 月 24 日　厳守 修正指示　8 月　　日　　時まで



自衛官および各種学
生を募集

普通救命講習を開催
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■種　目
▽自衛官候補生
▽防衛大学校
▽防衛医科大学校（医学科・看
護学科）
▽陸上自衛隊高等工科学校

■採用試験
　筆記・口述試験、身体検査
※　応募資格、受付期間は、種
目により異なります。
※　待遇、その他詳細について
は、半田地域事務所までお問
い合わせください。

■申し込み・問い合わせ先
　自衛隊愛知地方協力本部半田地
域事務所　☎（21）0004

■問い合わせ先
　知多中部広域事務組合消防本部
　半田消防署阿久比支署
　☎（47）0119

◀愛知地方協力本部
　ホームページ

　令和5年阿久比町議会第3回定例会を次のとおり開催します。
■日　時　9月6日（水）午前10時〜
　※　一般質問は、9月7日（木）・8日（金）の予定
　※　日程については変更となる場合があります。
■問い合わせ先　議会事務局　☎（48）1111（内1401）

9月定例議会を開催

　申し込みは先着順で、半田消防
署・各支署・出張所で受け付けてい
ます。詳しくは、知多中部広域事務
組合消防本部のホームページをご
覧ください。
普通救命講習Ⅲ（Web追加講習）
■内　容　子どもに対する心肺蘇
生法、AEDの取り扱い、止血法
■日　時　10月1日(日)午前10時
〜正午
■場　所　武豊町中央公民館（武
豊町字山ノ神20-1）
■申し込み・問い合わせ先
　武豊支署救急担当
　☎(73)0119
※　Web追加講習は、事前に
総務省消防庁が提供する「一
般向け応急手当Web講習」を
受講し、講習当日に受講証明
書を提出またはスマートフォ
ンなどの画面で見せてくださ
い。

普通救命講習Ⅰ
■内　容　成人に対する心肺蘇生
法、AEDの取り扱い、止血法
■日　時　10月14日（土)午前9
時〜正午
■場　所　半田消防署東浦西部出
張所（東浦町大字緒川字北鶴根
25-8）
■申し込み・問い合わせ先
　東浦支署救急担当　
　☎0562(83)0119
普通救命講習Ⅰ
■内　容　成人に対する心肺蘇生
法、AEDの取り扱い、止血法
■日　時　10月22日（日)午前9時
〜正午
■場　所　半田消防署北部出張所
　（半田市一本木町3-107-1）
■申し込み・問い合わせ先
　北部出張所救急担当
　☎(28)5119

毎年9月9日は「救急の日」、救急の日を含む1週間（日曜日から土曜
日）を「救急医療週間」としています。自身や大切な人の命を守るため、
応急手当を覚えましょう。
知多中部広域事務組合消防本部（消防署）では、年間を通じて定期的

に救命講習を行っています。

119番通報を受けると、最も近い救急車が出動します。しかし、救急
要請が集中・増加し、近くの救急車が出動してしまうと、遠くの救急車が
出動するため、到着までの時間が遅くなってしまいます。緊急性のない
救急要請が減少すれば、救急車が必要な傷病者のもと
へ少しでも早く到着することができますので、適正な利
用についてご理解とご協力をお願いします。

〜あなたの今と未来を守る〜

◀救命講習予定表は
　こちら

◀消防本部ホームページ

知多教育事務所では、1年を通し
て、知多管内の小中学校の産休・育
休・療休補充などの講師の登録を
受け付けています。
講師登録を希望する方は、申し
込みをお願いします。
■資　格　小学校または中学校の
教員免許状を持っている方およ
び取得見込みの方
■勤務内容　常勤講師あるいは非
常勤講師として児童・生徒への
指導
■勤務地　知多地方の5市5町の
小中学校
■勤務条件
▽常勤講師　1日7時間45分勤務
　（賃金は経験に応じて支給）
▽非常勤講師　週10〜20時間
程度の勤務（時給2,820円）
　※　勤務時間数により社会保
険、雇用保険に加入します。

■登録方法　縦4センチメートル
×横3センチメートルの顔写真を
持参し、登録票に記入してくださ
い。
■登録場所・問い合わせ先
　知多教育事務所
　☎（21）8111（内275・277〜
279）
　午前9時〜午後5時の平日のみ

小中学校の常勤・非常
勤講師登録のお願い

救急車の適正な利用をお願いします

9月9日は「救急の日」

校了日　8 月 24 日　厳守 修正指示　8 月　　日　　時まで 校了日　8 月 24 日　厳守 修正指示　8 月　　日　　時まで



環境衛生週間に関す
るポスターの展示

今月の納税など

納期限は10月2日（月）です。
※　口座振替の方は、口座の残高
確認をお願いします。

国民健康保険税　　　3期分
介護保険料　　　　　3期分
後期高齢者医療保険料　3期分
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屋外広告物法や愛知県屋外広告
物条例では、看板やはり紙などの
屋外広告物について、設置や管理・
点検のルールを設けています。屋
外広告物を設置するときは、事前
に建設環境課へ相談し、必要に応じ
て許可を受けてください。
屋外広告物の所有者は日常点
検を行い、必要に応じて専門業者
に点検・補修を依頼し、看板の安全
を確保してください。愛知県ホーム
ページに安全点検のリーフレットを
掲載していますので、点検の参考と
してください。

予約不要ですので、お気軽に利
用してください。
■日　時　10月2日(月)午後1時
～午後4時
■会　場　中央公民館本館	2階
▽（司法書士）研修室201
▽（行政書士）研修室202

■相談内容
▽遺言、相続に関すること
▽法人の設立に関すること
※　登記や民事訴訟について
　は司法書士へ、官公署への書
類提出については行政書士へ
ご相談ください。

■相談員　愛知県司法書士会半田
支部会員、愛知県行政書士会知
多支部会員
■問い合わせ先
▽愛知県司法書士会半田支部　　	
☎(32)8895
▽愛知県行政書士会知多支部　
☎(26)4114

県緑化センターの講師による剪
定講習会（2日コース）を開催しま
す。
■日　時　9月28日（木）・29日（金）　
午前9時30分～午後3時30分
■場　所　アイプラザ半田2階第
2会議室
■対　象　
▽シルバー人材センターの会員
でない町内在住の60歳以上
の方
▽シルバー人材センターの会員
で、職種転換を希望する方、ま
たは昨年度1年間就業してい
ない町内在住の方

■定　員　20人
■申込期限　9月11日（月）
■申し込み方法　下記二次元コー
ドより申込用紙をダウンロードし、
必要事項を記入の上、郵送また
はFAXで申し込みください。（申
込用紙は町シルバー人材セン
ターでも用意しています）
■申し込み・問い合わせ先
　公益社団法人愛知県シルバー人
材センター連合会
　☎052（961）9521　
　FAX052(961)9524　
　電子メール　
　aisiren-ikusei@sjc.ne.jp
　(〒460-0001　名古屋市中区
三の丸3丁目2番1号　愛知県東
大手庁舎6階)

■日　時　10月7日（土）午前10時
　～午後4時（受付時間：午前9時
45分）
■場　所　半田市福祉文化会館
　（雁宿ホール）
■参加費　無料
■内　容
▽午前の部（午前10時～正午）
　弁護士による無料法律相談
（受付時間：午前9時45分～
午前11時30分）
▽午後の部（2部構成）
　定員は1,300人。午後1時に
開場します。
※　事前に配布される入場券
が必要となります。詳しくは、
愛知県弁護士会半田支部へ
問い合わせてください。

■問い合わせ先
　建設環境課都市計画係　
　☎	(48)1111（内1213・1214）

◀愛知県ホームページ

◀安全点検リーフレット

9月1日～10日は屋外
広告物適正化旬間

司法書士・行政書士
の無料相談会を開催

剪定技能講習を
開催

「法の日」記念事業
を開催

◀募集チラシ・申込用紙

【第1部】
　（午後1時30分～午後2時15分）
寸劇「帰ってきた珍客！知って得
する法律相談2023」

【第2部】
　（午後2時30分～午後4時）
　「松本梨香トークショー＆ミニラ
イブ（めざせポケモンマスター）」
「子どもミニクイズ大会」
■問い合わせ先
　愛知県弁護士会半田支部	
　☎（26）1611

9月24日「清掃の日」から10月1日
「浄化槽の日」までの「環境衛生週
間」の行事の一環として、東部知多
衛生組合管内（大府市、豊明市、東
浦町、阿久比町）の小学4年生より
寄せられたポスター（優秀作品）を
次のとおり展示します。
■展示場所　東部知多クリーンセ
ンター3階見学者ホール
■展示期間　9月22日(金)～令和
6年8月30日(金)の午前9時～
午後5時（平日のみ。土曜日、日
曜日、祝日は見ることができませ
ん）
■問い合わせ先
　東部知多クリーンセンター　
　☎0562(46)8855

校了日　8 月 24 日　厳守 修正指示　8 月　　日　　時まで 校了日　8 月 24 日　厳守 修正指示　8 月　　日　　時まで



少年消防クラブ消防体験が8月2日
に半田消防署阿久比支署で行われまし
た。参加児童は放水やロープ渡り体験
などをし、貴重な機会を楽しみながら消
防への関心と防災意識を高めました。

今月号の表紙

ファッションやメ
イクなどでも、特定

のトレンドのものを取り入れるより、
自分の体や顔の特徴にあったもの
を選ぶのが主流になってきたように
感じます。あらゆる業界で今のトレ
ンドは「多様性」なのかもしれません。

編集後記
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ママ・ジョブ・あいち
出張相談を開催

　出産・育児などで離職し再就職
を考えている女性に対し、ママ・ジョ
ブ・あいち専任カウンセラーによる
個別相談を実施します。無料託児
も完備していますので、お子さんを
お連れの方も気軽にお申込みくだ
さい。
※　仕事の紹介・斡旋ではありま
せん。
■日　時　10月5日（木）
　①午前9時30分～、②午前10時
30分～、③午前11時30分～
■場　所　中央公民館本館102号　　
室
■対　象　再就職を考えている女　
性
■費　用　無料
■定　員　各回1人（1人50分以
　内）
■受付開始日　9月4日(月)午前9
時30分～
■申し込み方法　下記の二次元
コードまたは電話にて申し込み
ください。
■その他　雇用保険受給者の方は、
求職活動の実績になります。無
料託児は生後6カ月から未就学
児までの子どもが対象です。
■申し込み・問い合わせ先
　あいち子育て女性再就職サポー
トセンター（ママ・ジョブ・あいち）
☎052（485）6996

ご寄付ありがとうございます

ものづくりが盛んな知多半島の
産業を知ってもらうため、知多半島
道路のパーキングエリアで企業紹
介のパネル展示を行います。
参加企業のノベルティや常滑牛
乳ソフトクリームなどと交換できる
スタンプラリーも開催します。

■開催期間　9月4日（月）～11月
30日（木）
■開催場所　大府パーキングエリ
ア（上り・下り）、阿久比パーキン
グエリア（下り）
　※　大府パーキングエリアは上
　　下線ともに一般道から利用で
　　きます。
■問い合わせ先　愛知道路コンセッ
　ション株式会社地域連携推進部　
☎（21）3124

◀イベント詳細について

▲申し込み
　フォーム

故日下部　孝男　様・　孝子　様
町に現金１００万円をご寄付いた

だきました。
阿久比町医師団　様
町に保健センター業務のため現
金１００万円をご寄付いただきまし
た。
一葉会　様
阿久比中学校にデジタル一眼レ

フカメラ1台、コンパクトデジタルカ
メラ3台をご寄付いただきました。

　町に「ふるさと阿久比応援寄付金
（ふるさと納税）」で次の方からご
寄付いただきました。
藤井　祐吾　様（５万１千円）
庫ケ入　利久　様（５万１千円）
村田　昇　様（３万円）
吉川　進　様（３万円）
岸　理英子　様（２万５千円）
作間　一郎　様（２万１千円）
チャン　イー　様（２万円）
足立　亘　様（１万５千円）
畑口　真人　様（１万円）
小嶋　和政　様（１万円）
近藤　博之　様（１万円）
安井　章　様（１万円）
明石　正仁　様（１万円）
格谷　美佐恵　様（１万円）
中川　光子　様（１万円）
安藤　馨一　様（１万円）
江田　雅宏　様（１万円）
宮岡　晴美　様（１万円）
今野　昂　様（１万円）

◀ちた地域若者サポートス
テーションホームページ

■日　時（要事前予約）
　9月20日（水）午前10時～正午
■場　所　役場2階相談室202
■対象者　15～49歳までの無業
状態の若者やその保護者
■申し込み・問い合わせ先
　ちた地域若者サポートステー
ション　☎（89）7947　電子
メール　chitasapo@icds.jp

若者の就職に向けた
出張無料相談を開催

　
　

　

成年後見制度巡回相談成年後見制度巡回相談
10月5日（木）
場　所　中央公民館本館308号室
時　間　午後1時30分～午後4時30分
　NPO法人知多地域権利擁護支援セ
ンターでは、成年後見制度巡回相談（事
前に予約が必要）を毎月行っています。
■問い合わせ先
　知多地域権利擁護支援センター事務
所（知多市福祉活動センター内）

　☎0562（39）3770

■人権・行政・心配ごと相談
　5日（木）、19日（木）
　場　所　中央公民館本館308号室
　時　間　午前9時30分～午前11時30分
　※　電話での相談も受け付けます。
■無料法律相談（事前に予約が必要）
　14日（土）中央公民館本館308号室
　19日（木）役場1階会議室101
　時　間　午後1時～午後4時
■問い合わせ先
　住民福祉課社会福祉係
　☎（４８）１１１１（内１１２２）

10月の相談10月の相談

知多半島の工場をのぞいて
みよう‼すご～い工場博in
知多半島道路PA

校了日　8 月 24 日　厳守 修正指示　8 月　　日　　時まで 校了日　8 月 24 日　厳守 修正指示　8 月　　日　　時まで
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▲　会場図 ▲　過去の虫供養の様子 ▲　かんの虫封じ

阿久比谷虫供養の歴史

■日　時　9月2３日（土･祝）午前9時～午後3時
■場　所　草木公民館（大字草木字堀田25-1）
　　　　　草木老人憩の家（ハピネス）
　　　　　（どなたでもお参りしていただけます）

阿久比谷虫供養阿久比谷虫供養
今年は草木地区で開催されます。

愛知県指定無形民俗文化財「知多の虫供養行事」

　虫供養は米作りや野菜作りで犠牲になった田畑の虫を供養するために念仏を行ったことが始まりとされ、融通念仏の始祖 
良忍上人（1072～1132）により広められ、平安時代終わり頃から阿久比でも行われるようになった民俗信仰行事です。
　現在 阿久比谷虫供養は町内12地区の持ち回りで当番を受け持ち、当番地区では前年の虫供養で引継ぎを受けてから寒
干しや土用干しなどの数々の行事を1年かけて行い、虫供養当日を迎えます。行事当日は導師の先導で同行衆による念仏が唱
和され、道場や小屋にはそれぞれ掛け軸がまつられます。また、会場内に建てられた大塔婆の下の砂山を小さな子どもに踏ませ
ると「かんの虫封じ」になると伝えられています。
　永い歴史があり、戦乱に巻き込まれ中断もしましたが、根強くよみがえった虫供養行事はまさしく町民の誇り得る伝統行事です。
この伝統ある民俗行事をぜひ会場でご覧ください。

■問い合わせ先　社会教育課社会教育係　☎（48）1111（内1228）

ゆうずうねんぶつ

おお とう ば

りょうにんしょうにん

当日のスケジュール（予定）
午前9時　開始
午後1時　百万遍念仏開始
午後3時　終了

人 口 と 世 帯

■発行／阿久比町（〒470-2292　愛知県知多郡阿久比町
　大字卯坂字殿越50　☎0569（48）1111）
　編集／総務部政策協働課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ/
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

　目の不自由な方が広報あぐいを利用できるよう声の
広報ボランティア「あいうえお」がCDに音訳録音してい
ます。録音したCDを利用希望者へ無料で送付していま
す。利用希望者は、下記までご連絡ください。
■問い合わせ先　町社会福祉協議会・ボランティアセンター☎（４８）１１１１（内１５２３）

アグピー

阿久比町
マスコットキャラクター

阿久比町民憲章
　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　11，014　（－ 7 ）
人　口　28，303人（－32）
　男　　14，005人（－15）
　女　　14，298人（－17）
（　　）は前月との増減数

7月中の異動
　出生　 9　　 転入 41
　死亡　26　　転出 56

令和5年8月１日現在
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